
派 シ
淫
霞
回

唖
Ｉ
§

鱗

議会

工ＳＳＮＯ９１７－５６９５

MH蕊．.君；

2000年５月30日

“
＃
勝

、
銀
到

=＝

虫 炎埼
豚
、
Ｌ

語

,霊Ｉ

上上



表紙の昆虫

地下世界の王者，ニッコウオオズナガゴミムシ

その姿が地中より現れた瞬間，黒光りする巨大な頭に思わず

息をのみました。でかい！そして速い１１地中へと通ずるガレ

場の隙間に猛烈な勢いで逃げ去るそのムシを，岩をも砕く勢い

で右手の指が追いかける・・・・

地下の世界で岩の隙間を走りまわるこのムシは，「プテロ」

と呼ばれるナガゴミムシ類の王者，ニッコウオオズナガゴミム

シ。大好物はなんとガロアムシという賛沢者です。そして，何

度出会っても感動が色あせることがない，そんなすばらしい虫

です。

イラスト：豊田浩二
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埼玉県の台地および丘陵地における

マツムシの生息環境について

内田正吉

１．はじめに

マツムシＸｅ"o恥･ﾉﾉ"ｓノ"α〃77orα『"ｓ（deHaan）は古くから歌に読まれ童謡に歌われてきたよう
に、日本産直趨類の中ではスズムシやクツワムシなどとともに最も知名度の高い種であろう。そ

のマツムシは現在、明らかに減少している種であると考えられる。全国的な分布状況やその動向

についてはよくわからないが、少なくとも関東地方では、埼玉県や神奈川県の県レベルのレッド

データブックに収録されており、減少している種であることがうかがえる。埼玉県における本種

の近年の記録は、所沢市の狭山湖堰堤（石津，1992）や、新座市の陸上自衛隊朝霞演習地内（牧

林，1997）、江南町押切の荒川河川敷（内田，1998など）などの数ケ所にすぎない。

マツムシの生態的な知見は少なく、野外における生態は不明の点が多い。生息環境や生活史を

的確に把握し減少の要因を明らかにすることは、適切な保全策を講じる上からも重要な課題であ

ろう。

筆者は1999年の秋に、埼玉県の北西部の台地および丘陵地において直通類の分布調査をおこな

い、マツムシの新たな生息地を３ケ所見出すことができた。これら３ケ所はすべて溜池のまわり

の草地であった。本報告ではこれら３ヶ所における確認データを記録するとともに、その生息環

境の特質や本種の生息地が減少してきた要因についての考察をおこなう。

1999年における確認データ

埼玉県の北西部の台地および丘陵地において、1999年に３ケ所のマツムシの生息地を確認した。

マツムシは夜間に発音するので、日中のみの確認は困難である。このため今調査は、本種の成虫

出現のシーズンである９月および10月の夜間に自動車によって移動し、その際に聞こえてくる鳴

き声によって本種の確認をおこなった。調査した範囲は、県北西部の嵐山町・川本町・寄居町・

美里町であり、マツムシの生息が予想される農村地帯を中心に走行した。調査した走行距離は約

30kｍである。確認された地点では自動車を降りて発音している地点におもむき、確実にそこで鳴

いていることを確認するとともに発音している個体数をカウントした。確認者はすべて筆者であ

る。なお、確認された環境は溜池に接した草地という非常に限られた範囲であり、確認された個

体数も少なかったので、採集圧による個体群の縮小あるいは消失が懸念されるので、詳細な確認

場所は省略する。

嵐山町広野（溜池堰堤の法面草地）：６ｃ７'鳴き声（うち１３採集），４．Ⅸ､1999.(fig.'）

川本町本田（溜池周囲の草地）：ｌⅣ以上鳴き声,４．Ⅸ､1999．

寄居町用土（溜池の法面草地）：５３鳴き声,２．Ｘ､1999.

確認された環境について

嵐山町においては丘陵地の谷津田の最奥に作られたため池であり、日当たりのよい堰堤の法面

草地である。チガヤを主とした乾性草地であり、後日の日中に調査した際には、ワレモコウやツ

リガネニンジン、ススキなども混じって生えているのを確認した。チガヤ群落は、ススキ群落や

シバ群落とともに日本の半自然草地の主要素をなし、１年に数回、地上部が刈りとられる条件の

もとで維持される(冨永，1997)。このことから、ここの草地は定期的な草刈りによって比較的安定

した草地として維持されていると考えられた（以下、人為的な草刈りなどの撹乱により毎年同じ

状態で維持されている半自然草地を、安定した草地とする）。また、ワレモコウやツリガネニン

ジンが混じっていることも、ここの草地が草刈りなどの適度な撹乱により維持されてきたことを

示していると思われた。池の周囲は雑木林であり、池の堰堤から谷津田のあぜに沿ってチガヤ草

地が連続していた。しかし、このチガヤを主とした乾性草地は周囲の環境（雑木林や水田、広い
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舗装道路など）からは孤立していて、マツムシの生息域もその草地だけであることがうかがえた

(fig2)。

Fig.１：溜池の法面草地に生息しているマツムシ甑（嵐山町）

Fig.２：マツムシの生息している溜池堰堤の法面草地（嵐山町）

川本町においては台地の農村地域にある溜池であり、池周囲の内側の（水面に面した側の）草

地で鳴き声が確認された。後日の日中の調査で、この草地はススキやチガヤを主とし、ワレモコ

ウやツリガネニンジン、アザミの一種（ノアザミ？）などが混じる乾性草地であることを確認し

た。これらの植生から、ここの草地も定期的な草刈りによって毎年同じ状態の草地が維持されて

いると推察された(fig3)。池の周囲の環境は雑木林や水田であり、近くには農村集落もあった。こ

こで生息が確認された草地も、やはり周囲からは孤立した状態であり、マツムシはその溜池の草

地にのみ生息していると考えられた。

寄居町においては台地の農村にある溜池であり、池の外側の法面草地で鳴き声が確認された。

ここは夜間調査のみで日中の観察をおこなっていないので、植生についてはよくわからなかった。

ただし、夜間調査においてマツムシとともにオナガササキリの多数の鳴き声を確認している。オ

ナガササキリはススキ草地に生息するササキリの一種であり、比較的安定したススキ群落に生息

している傾向がある。このことから、ここの法面草地は、ススキを多く含む乾性草地であること

がうかがえた。溜池の周囲は畑であり、付近には農村集落もあった。したがって、ここの溜池で

確認されたマツムシの生息域も、この法面のみに限定されていると考えられた。なお嵐山町と川

本町の両確認地点においても、ともにオナガササキリの生息を確認している。
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Fig.３：マツムシの生息している溜池周囲の水面に面した草地（川本町）

溜池の草地という環境について

今回マツムシが確認された環境が３ヶ所とも溜池の草地であったので、その特性を知るために、

溜池の管理方法（草刈りの回数や時期）について文献調査をおこなった。その結果、埼玉県にお

ける溜池の研究として、田中(1981）。矢作・栃原(1981）・吉川(1988)。新井(1993)の文献を見るこ

とができた。

しかし残念ながら、溜池の草刈りに関する記述はあまり多くなく、次のような断片的な記述を

見出したのみである。矢作・栃原（1981）は嵐山町越畑地区の事例として、「草刈りは水番が樋を

抜くのに露で衣服をぬらすため、沼の水を使用する前の５～６月頃共同で草を刈った」と記して

いる。また、比企丘陵地の溜池についてまとめた新井（1993）は滑川町伊古地区の事例として、

「聞き取り調査によれば、堤体の草が伸びないようにするために草刈りを年に３回くらい行なう

という」と記している。また、田中（1981）は、「（堤の）モグラや野ねずみの巣も見つけ次第取

除いた。そのためにも堤の草刈りはやった。もちろんこの草はその頃は牛馬の飼料や堆肥のもと

になったが。」と記している。

断片的ではあるが、これらの記述から、溜池の堤体を維持するために草刈りを年１回から数回

おこなってきたことがうかがえる。

里山における半自然草地の存在とマツムシ

今回マツムシの生息が確認された溜池の草地は、チガヤやススキを主体とし、ワレモコウやツ

リガネニンジンなどが確認されたことから、比較的安定した半自然草地であると考えられる。こ

のような植生から、これらの溜池はそれぞれ地元の農家の人たちによって定期的な草刈りがおこ

なわれてきたことを示していよう。前述の溜池管理の文献調査からもそのことが裏付けられる。

しかしながら、農業従事者の高齢化やそれにともなう耕作放棄地が増加している現在、溜池堤体

の管理維持が困難になることは容易に想像できる。法面の草刈りが放棄されれば、植生遷移によっ

て安定した草地がなくなり、マツムシにとって適した環境が失われるであろうことは､1容易に想

像できる。実際、そのようにして台地や丘陵地のマツムシは次第に減ってきたのであろう。

マツムシの移動能力についてはほとんど未解明であると思われるが、筆者の今までの野外観察
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の経験からは、本種の移動能力はそれほど大きくないと思われる。本種が生息しているのは、地

表付近の草地内部であり、夜間も草の上部へ出てくることはあまりない。また、驚くと地表際へ
もぐりこむような行動をし、飛期して逃げることはない。本種には後迩があるが、飛期行動はまっ

たく見たことがない。また、本来の生息域から遠く離れた地点にて単独で見出される（あるいは

鳴いている）ということも確認したことがない。これらのことから、本種の移動能力はあまり大

きくなく、移動は歩行のみによりおこなわれていると考えられる。

ではなぜ、今回の３地点では周囲から隔離された状態で、それぞれ確認されたのだろうか。お

そらくは、以前にはマツムシが生息できる環境が、埼玉県の台地や丘陵地にはかなり普遍的に存

在していたものと思われる。例えば寄居町桜沢（字中小前田）における聞き取りでは、昔は場所

を特定せずにあちこちでマツムシの鳴き声を聞くことができたという。現在は同地域においては

マツムシの生息は確認できていない。

マツムシはススキの枯れ茎の内部に産卵することが知られている（小野，1968）ので、本種がス

スキやチガヤに強く依存していることは間違いないであろう。また今回の調査からも、マツムシ

は少なくとも埼玉県の台地や丘陵地においては、定期的な草刈りによって維持されてきたススキ

やチガヤを主とする安定した半自然草地に生息してきたと考えられる。このような草地は、溜池

の草地だけとは限らない。緑肥やウマなどの飼料として採草された採草地や、かやぶき屋根の材

料を確保するためのカヤ場としても存在していたはずである。田村(1994)はまぐさ場（株場）とよ

ばれる採草地の論考の中で、1910年発刊の地形図から当時の埼玉県の丘陵地から低山にかけては

各所に草地が存在していたとし、「かつて、里山の自然の構成要素として草地が大きな位置を占

めていたことがわかる」としている。そしてその植生は、近世の検地帳から「カヤ（ススキ）が

優占している草地とカヤ以外の他の草が優占した草地、及び両者が混生した草地」や「ススキ草

原にコナラの小樹」などが混生した野があったとしている。本来森林的植生であるはずのところ

を人為的な採草によって維持されたこのような草地的環境は、マツムシの生息環境を提供してい

た可能性がじゅうぶんあると考えられる。そして、マツムシは相対的に面積の狭い溜池の草地よ

りもむしろ、このような採草地が丘陵地周辺における本来の生息地であった可能性が強い。

丘陵地周辺におけるマツムシはこのような人為的に維持された草地との結びつきが強かったとす

るなら、広い意味で里山の昆虫であったといえよう。そして、これらの目的で草刈りがさかんに

おこなわれていた時代にはススキやチガヤの半自然草地が各所に存在し、前述の寄居町における

聞き取り事例のようにマツムシはかなり普遍的に農村環境に生息していたのではないだろうか。

今回確認された地点がいずれも溜池であったのは、現在でも法面の維持管理が溜池の保水管理上

必要な行為であるためであり、それが幸いしてマツムシの生存を維持させてきたのであろう。一

方、他の環境で確認されていないのはウマの飼養農家やかやぶき屋根などがなくなり、また緑肥

としての採草の必要がなくなり、ススキやチガヤの半自然草地が激減（あるいは消失）したため

であろう。埼玉県の台地や丘陵地においてマツムシの著しい減少がはじまった時期は、おそらく

昭和30年代であると思われる。昭和30年代は農業基本法の施行に象徴されるように、農業の生産

構造や農村の生活様式が大きく変化し始めた時代である。それに伴い、農村環境も大きく変化し

始めた時代である。

しかし1970年代以前の埼玉県におけるマツムシの記録はほとんどなく、マツムシがどのように

減少してきたのかを動態的に示すデータは残念ながら残されていない。間接的な方法ではあるが、

各地における地元の人からの聞き取りや、草地的環境が維持されてきた要因の動向（例えばウマ

の飼養頭数やかやぶき屋根の家屋の変遷）などから、マツムシの減少の傾向をあるていど把握す

ることができるのではないかと考えている。

おわりに

本報告では、埼玉県の台地や丘陵地に生息するマツムシの確認記録に基づいて、本種の生息環

境に関する考察をおこなった。本来ならばこのような考察はもっとデータが集まってからおこな

うべきであろう。しかし、台地や丘陵地の里山的環境においては、マツムシの生息地がかなり急

激に減少していることが予想されたため、わずかなデータに基づくものであっても、問題提起す

る意味は十分にあると思い、本報告を書いた次第である。そのため、考察というよりも推察の多
い記述になった感も否めない。

里山の自然は最近さまざまな分野から、著しく注目されている。そして里山の生態系は、一般

的には樹林的環境（雑木林など）や水辺環境（谷津の水田や休耕田など）がクローズアップされ

ている。しかし、それらの環境に比べると、同時に里山に存在してきた乾性草原的な環境につい

てはあまり注目されていないように思われる。特に昆虫の場合は、植物の分野に比べて、その注
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目の度合いは低いといえよう（チョウなど一部を除いて）。直通類は乾性草原に生息する種が多

く、その中には明らかに減少していると考えられる穂や、現任(ﾉ)生息状況からみて減少してきた

と考えられる種が少なくない。埼玉県に分布している轍を例にすると、キリギリスやカヤコロギ、

セグロイナゴ、ショウリョウバッタモドキ、クルマバッタなどがこれに該当する。こういった乾

性草原性の直通類については今まで、その生息の現状や保全の必要性についてはあまり論じらオｌ

てこなかった。しかし直通類は大型の種が多く、鳴き声や形態などから一般の人々にも親しみや

すい昆虫であり、その棲息環境全体を保全する上で(ﾉ)指標種となりうる条件を備えていよう。た

とえば生息地が減少している地域におけるマツムシやキリギリスは、鴬谷・矢原（1996)の生態的

指標種や象徴種に該当する条件を有していよう。里山における生物多様性を保全していくために

も、乾燥草原性直通類の分布の的確な把握と生態学的な地検の集積が、今後より一層必要とされ

るであろう。
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埼玉県におけるササキリモドキ類の追加記録

和田一郎

1999年に県内で確認できたササキリモドキ類について報告する。特に断りの無い限り、採集ま

たは確認は筆者による。また、貴重な標本を恵与下さいました高野徹氏に厚く御礼申し上げる。

ｌ・所沢市上山口虫たちの森（メッシュコード5339-5333）

Xjpﾉ1肋叩ｓｊｓｓ"bp""crara（MoIschoulsky,1866）セスジササキリモドキ

ｌｃ７''９．ＶⅢ､l999

Leprorerar"rαα/伽or"ｊｓ（MoIschoulsky,1866）ヒメツユムシ

１早，９．Ｖ111.1999

セスジササキリモドキは所沢市では２頭目の記録となる。県内における東限は所沢市三ヶ

島であったので、わずかながら東方へ更新したことになる。

２．飯能市美杉台（メッシュコード5339-6204）

Xjp伽jOp血皿bp""crara（MoIschoulsky,1866）セスジササキリモドキ

目撃（lex.），２丁目三徳ストアー自動販売機23.Ｖ111.1999

目撃（ｌｅｘ.），２丁目三徳ストアー自動販売機25.Ｖ111.1999

メッシュコード5339-6214

目撃（２ｅｘ.），５丁目コンフオール２１階段26.ＶⅢ､1999

３．北本市石戸宿自然公園内（メッシュコード5439-0410）

Ｋ卿〔ｗｓｓ"Z"肋（MaIsumuraeIShiraki，1908）ササキリモドキ

１早，北側台地上の草原25.Ⅸ､l999高野徹採集

高野氏によれば、クワの木に造られたジョロウグモの巣にひっかかっており、採集したときは

まだ生きていたとのことある。、県内における東限は所沢市荒幡であったが、今回の記録により

本種が大宮台地にも生息していることが明らかになった。ヒメクサキリと同様の分布パターンを

示すのかもしれないが、丘陵性の種としては大変貴重な記録である。

(わだいちろう〒357-004l飯能市美杉台5-2-12-213）

灯火に集まるショウリョウバッタモドキ

和田一郎

1999年８月２２日の夜8時頃、自宅近くの美杉台公園（メッシュコード5339-6214）にヤブキリを

探しに行ったところ、非常に変わったものを見たので報告する。それはショウリョウバッタモド

キの大軍であった。美杉台公園にはサッカー場が有り、まだ照明がついていたが、この回りを多

数のショウリョウバッタモドキが飛び回っていたのである。その高さは数十メートルにも達する

ものもいたが、飛び方は通常と変わらずゆっくりとしたもので、まるでゴム動力の飛行機のよう

であった。筆者はショウリョウバッタモドキが灯火に集まるという報告は聞いたことが無いし、

数十メートル上空を飛ぶという話も聞いたことが無い。

(わだいちろう〒357-004l飯能市美杉台5-2-12-213）
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両神村の蝶の採集記録

阿部功

筆者は、両神村において1994年埼玉昆虫談話会の宿泊談話会及び'999年両神山の登山他１回の

蝶類採集を行った。

その結果、埼玉県昆虫誌において両神村に記録の無かった蝶８種の採集をしているので報告し

ます･

１．両神村に記録の無かった蝶の記録

１．メスアカミドリシジミ

１９９９．７．３１両神村白井差ｌ早（標本筆者保管）

２．オナガシジミ

２０００．２．１２両神村中尾４卵採 集

３．ウラギンシジミ

１９９４．７．３０両神村桜本ｌ早（標本筆者保管）

４．オオミスジチョウ

１９９４．７．３１両神村白井差ｌ早（標本筆者保管）

５．ミスジチョウ

１９９９．７．３１両神村白井差１早（標本筆者保管）

６．ホシミスジ

１９９４．７．３１両神村白井差１頭

１９９９．７．３１両神村白井差ｌ早（標本筆者保管）

７．スミナガシ

１９９４．７．３１両神村白井差２c７１（標本筆者保管）

１９９９．７．３１両神村白井差４３（標本筆者保管）

８．アオバセセリ

１９９９．７．３１両神村白井差1ケ（標本筆者保管）

Ⅲ そ の 他 の 記 録

１．カラスアゲハ

１９９４．７．３１両神村中尾lcr’（標本筆者保管）

２．ミヤマカラスアゲハ

１９９４．７．３１両神村中尾５c７１（標本筆者保管）

３．スジボソヤマキチョウ

１９９４．７．３１両神村白井差lc7’（標本筆者保管）

４．ウラキンシジミ

１９９９．７．３１両神村白井差２早（標本筆者保管）

５．ミドリシジミ

1９９９．７．３１両神村白井差ｌ早（標本筆者保管）

６．サカハチチョウ

１９９４．７．３１両神村白井差２c『’（標本筆者保管）

(あくつとむ〒343-0807越谷市赤山町３－２３５－３）
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埼玉県における甲虫類(カミキリを除く）の記録

石蔵拓

筆者は本誌の寄せ蛾記７９号「奥秩父地方の甲虫類の記録」で，１９９４年から９５年にかけ

て奥秩父地方で採集したカミキリムシ以外の甲虫について報告していますが，その続編として

１９９６年から１９９９年までの主に奥秩父地方（大滝村）で採集したカミキリムシ以外の甲虫

について報告する．

同定にあたっては荒井充朗氏，江本健一氏，遠山雅夫氏，田尾美野留氏，露木繁雄氏に，お時

間を割いていただき，この場を借りてお礼申し上げる．

埼玉県昆虫誌にての未記録は以下の１１種と思われる．

ホゾヒメクロオサムシエサキキンヘリタマムシヤマムツボシタマムシ

ニホンフトヒラタコメツキオオクシヒゲベニボタルキイロシリフトジョウカイ

ヒ イ ロ ホ ソ ナガクチキツマグロキゲンセイケブカクロナガハムシ

リ ン ゴ ヒ ガ ナガゾウムシノヒラツツゾウムシ

その他コガネ（Serica），コメツキ，ジョウカイ，ゴミダマ類の一部は専門家へ同定依頼中．

ハンミョウ科Cicindelidae

トウキョウヒメハンミョウＣｊ〔･伽ﾉﾉα肋腔ayedoensisKANo
lex.，１９９７．７．５，日高市宿東

牛井屋の店の中で採集．

工リザハンミョウＣ師"de/αｅﾉ畑eMoTscHuLsKY

lex.，１９９７．７．１４，荒川村賢川

ニワハンミョウＣ肋I〃αﾉ叩α"αMoTscHuLsKY
lex.，１９９６．５．３，小鹿野町伊豆沢

ミヤマハンミュウＣｉｃｊ"｡ｅﾉａｓα〔・ﾙα""e"ｍＭｏＲＡｗＩＴｚ

ｌｅｘ.，１９９６．５．１８，大滝村中津川林道

ｌｅｘ.，１９９７．７．２５，大滝村中津川林道

ｌｅｘ.，１９９８．７．２０，大滝村中津川林道

中津川林道の１４００－１５００ｍ付近には局地的に３０頭以上発生している場所が数

箇所ある．昔からハンミョウ谷と言われる場所は中津川林道にもあった．

オサムシ科Carabidae

クロカタビロオサムシＣａ/CSO"1α〃7αx""ＣＭ〔､zj(MoRAwITz）
ｌｅｘ.，１９９８．７．１５，寄居パーキングエリア（関越道）

街灯に飛来する．早い飛期力をもつ．オサムシがフライングすると聞いていたが実際に

見ることができた．

ホソヒメクロオサムシLepro〔･〔"(伽s此""7α"dｉ（LAPouGE）
ｌｅｘ.，１９９９．９．１９，大滝村豆焼沢（埼玉県昆虫誌未記録）

フジコブヤハズカミキリが採れた時の副産物

クロナガオサムシＬ印/o〔･("加叩ro〔ｗ"伽procerulus(CHAUDOIR）
lex.，１９９９．９．１９，大滝村豆焼沢

ゴミムシ科Harpalidae

ホソモリヒラタゴミムシ

３ｅｘ.，１９９７．９．

ヤセモリヒラタゴミムシ

CoIpo〔ﾉｅｓＷ〔･"/αｒｏﾉＨＡＲｏＬＤ
ｌ４，大滝村豆焼橋ライトトラップ

COﾉﾉ)０曲e/α/""sBATEs
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ｌｅｘ.，１９９６．６．２３，大滝村中津川林道

ヤホシゴミムシＬｅｂｉ(ﾉﾉ(ｲ(ﾉ〔．/ひg""("αＭｏＲＡｗＩＴｚ
ｌｅｘ.，１９９８．５．１，小鹿野町伊豆沢

フタツメゴミムシＬ肋/〔ﾉﾉ(ﾉﾉﾌﾉo(･"/("αＭｏＲＡｗＩＴｚ

ｌｅｘ.，１９９７．８．２２，大滝村豆焼橋

アオヘリアトキリゴミムシＰ〔"e"α／〔"e("(γα(BATEs）

ｌｅｘ.，１９９７．８．１５，入間市西久保

フタホシアトキリゴミムシＭﾌﾉαﾉﾌｉ９"“"〔"αMoRAwITz

lex.，１９９８．０５．０９，都幾川村大野舟沢

シデムシ科Silphidae

上メクロシデムシＭｃ叩ﾙoﾉＷＳだ""jp2sLEwIs
lex.，１９９６．８．１７，大滝村中津川林道ライトトラップ

関東での記録は埼玉県，群馬県，栃木県の３県と思われる．

オオモモブトシデムシノV2〔γo〔ﾉ２ｓ（Ｉ.Ｗ"〔."sPORTEVIN

lex.，１９９８．６．２８，寄居パーキングエリア（関越道）

ベッコウヒラタシデムシＥ"Ｗｐﾉ1α伽"Ｍ(･ひﾉﾉｉｓ(KRAATz）
ｌｅｘ.，１９９８．５．２３，大滝村大山沢

ヨツボシヒラタシデムシＤｅＭｒＯ.r2"αsex〔､("ﾉ"αrα(MoTscHuLsKY）

lex.，１９９８．５．２３，大滝村大山沢２例目

シデムシモドキ亜科ApaIcIicinae

シラオビシデムシモドキ/Vodw1"s/e"(．q/収〔/"ＩｓＬＥｗＩｓ
lex.，１９９６．５．３，両神村大胡桃

コガネムシ科Scarabaeidac

ヒゲブトハナムグリＡ"7叩ﾙﾉ〔･ひ"7ａｐ２〔･""("ａＬＥｗＩｓ
１早，１９９７．５．２５，浦和市大門

５ｃ７１６早，１９９８．５．１０，所沢市堀ノ内

寄せ蛾記(96):２８９７

メスが産卵（？）で土の中に潜ろうとしている時に飛期中のオスが多数群がってくる．

５月１０日は百頭以上目撃．

オオクロコガ ネ学名省略

ｌｅｘ.，１９９８．６．２８，寄居パーキングエリア（関越道）

コフキコガネ学名省略

ｌｅｘ.，１９９８．６．２８，寄居パーキングエリア（関越道）

ヒメスジコガ ネ 学 名 省 略

ｌｅｘ.，１９９８．６．２８，寄居パーキングエリア（関越道）

キンスジコガネＭ伽ピノαﾉ70ﾉoser/〔.“（FABRIcIus）

lex.，１９９６．７．１３，大滝村中津川林道ライトトラップ

アオカナブン学名省略

lex.，１９９９．７．２５．大滝村山吹沢

アオアシナガハナムグリＧ"or伽"ｓｓ肋叩α〔･"ｓＷｒ伽opac"sMoTscHuLsKY
lex.，１９９６．７．２８，大滝村中津川林道

ｌｅｘ.，１９９７．７．１９，大滝村中津川林道

オオトラフコガネＰａｒα〃ic肋ｨｓｄｏｅ""ｚｊ(HARoLD）

ｌｃ７１ｌ早，１９９６．７．２８，大滝村中津川林道

タマムシ科FamilyBuprestidaeEschscholtz､1829

夕マムシ類は本州で122種，関東では栃木県（1996）７０種が一位で茨城県（1996）６２種，
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埼玉県（1999）６１種と続いた．ここに埼玉県で以下の２種を追加し63種とする．

タマムシ類はなかなか敏捷敏感で採集しづらく，取り損なった珍品がいくつかある．

タマムシ亜科SubfamilyBuprestinaeLacordaire,１８５７

キンヘリタマムシ属GenusPoecﾉﾉﾉo"oraEschscholtz,ｌ８２９

工サキキンヘリタマムシＰｏａ，"o"orαｋα"秋och伽α(Obenberger,1940).comb.､ov、

lex.，１９９７．７．１４，大滝村中津川（埼玉県昆虫誌未記録）

ムツボシタマムシ亜科SubfamilyChrysoboIhrinaeLaportｅｅＩＧｏｒｙ,１８３７

ムツボシタマムシ属GenusChrVsoborMsEschscholIz,１８２９

ヤマムツボシタマムシＣﾉ"･VSO伽ｒＭｓｊｇａｊＹ・KuRosAwA，１９４８
lex.，１９９６．８．３，大滝村中津川（埼玉県昆虫誌未記録）

ナガタマムシ亜科SubfamilyAgrilinaeGoryeILaporIe,１８３７

ナガタマムシ属GenusAgrノルsCurIis，１８２５

ミドリツヤナガタマムシAgr""ｓ肋〃伽sObenberger,１９１２

日本亜種Subsp./jｲ畑ﾉI伽e"血Jendek,１９９４
lex.，１９９６，６，８大滝村中津川県２例目

ナガハナノミ科Ptilodactylidae

エダヒケナガハナノミ印伽ｈａｓ/7αＭ/αr"s/ＩＩａＭ伽ｨs(KIEsENwETTER）
ｌｅｘ.，１９９７．６．２８，大滝村雲取林道県２例目

コメツキムシ科Elateridae

オオクシヒゲコメッキＴ２〃ｊｇ"ｓノｅｗｉｓｊＣＡＮＤＥＺＥ
ｌｅｘ.，１９９８．８．１，大滝村中津川

二ホンベニコメツキＤｅ""〔･ひ肋〃仰o"e"s加仰Ｏ"e"巾OHIRA
lex.，１９９８．５．１，小鹿野伊豆沢

メスグロベニコメッキＤ２"伽o肋ｖ２ﾉＭ･ひわｒ(LEWIS）
ｌｅｘ.，１９９７．７．２０，大滝村十文字峠県２例目

オオツヤハダコメッキＳだ"a8osr"s〃姉rα"肋(LEWIS）
lex.，１９９７．８．２２，大滝村豆焼橋ライトトラップ

ダイミョウコメツキＡ"osr伽ｓ血伽/ｏＬＥｗＩｓ

４ex.，１９９７．４．２９，大滝村大血川

ニホンフトヒラタコメツキＡａｅ"ﾉc2ro"1orp伽s〃仰ひ"ど"血ＯＨＩＲＡ
ｌｅｘ.，１９９７．６．１，大滝村中津川（埼玉県昆虫誌未記録）

メスアカマダラコメツキＧα"叩e"伽sv2rsjpeﾉﾉﾉs(LEWIS）
３ex.，１９９７．７．２５，大滝村中津川林道

ムネアカクロコメッキノs〔､伽odessα"g"伽ＣＯ肋〃,α伽Ｗ・SuzuKI，１９８５
lex.，１９９７．７．６，大滝村大血川

ヨツキボシコメツキＥ〔伽o伽ｓ伽ig"伽ｓ伽jg"伽ｓ(LEWIS）
ｌｅｘ.，１９９８．５．１，小鹿野伊豆沢

ベニボタル科Lycidae

オオクシヒケベニボタルＭα(γoﾉy〔wsexce舵"ｓＮＡＫＡＮＥ
ｌｅｘ.，１９９８．７．２６，大滝村中津川（埼玉県昆虫誌未記録）

ジョウカイボン科Cantharidae
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キイロシリブトジヨウカイｙＩＷﾉＭﾉＭ，/"ﾉ"師(NAKANE）
lex.，１９９７．６．１，大滝村中津川（埼玉県昆虫

他のジョウカイは同定依頼中

(埼玉県昆虫誌未記録）

ヒラタムシ科Cucujidae

ヒメヒラタムシ〔ﾉﾉejoraarboバノ(REITTER）

２ｅｘ.，１９９４．５．１４，両神村大胡桃

ヒゲナガヒメヒラタムシＤｅﾉ肋叩加g“/o"g/(･ひﾉー "/sREITTER
lex.，１９９７．６．１，大滝村中津川県２例目

ルリヒラタムシＣ"α(ﾉ"sﾉ""岐e(･ﾙﾉGRouvELLE
lex.，１９９７．６．１，大滝村中津川

オオキノコムシ科Erotylidae

オオキノコムシＥ"〔．α"s花sprae"〔ﾉＭｉｓＬＥｗＩｓ
ｌｅｘ.，１９９８．７．２５，大滝村中津川

lex.，１９９８．８．２２，大滝村中津川

ミヤマオビオオキノコ 印/s〔叩ﾉ1ａｇｏｒﾉI(川ＬＥｗＩｓ
ｌｅｘ.，１９９８．５．２３，大滝村大山沢ライトトラッブ

寄せ蛾記(96):２８９９

ナガクチキムシ科Melandryidae

フタオビホソナガクチキＤ〃〔､ａｅａｅｒｏバノo伽ｓＬＥｗｌｓ

ｌｅｘ.，１９９８．８．２３，秩父市仙元谷林道県２例目

オオクロホソナガクチキＰﾙﾉCEOノハ'〔ﾉ６２/"〔･“(ﾉＬＥｗＩｓ

ｌｅｘ.，１９９７．７．８大滝村雲取林道

キオビホソナガクチキＰﾙﾉo2o"Ｗﾉﾉ〔ﾊ,"(ⅧｓＬＥｗｌｓ
ｌｅｘ.，１９９６．４．２８，大滝村中津川

ｌｅｘ.，１９９６．５．１１，大滝村中津川

クロホソナガクチキＰﾉ?/o2o〃vαﾉwg/〔･ひ"jsMARsEuL
lex.，１９９７．６．７，所沢市勝楽寺

コメツキガタナガクチキＥ"(･ﾉ7od“〔･ﾉ叩"s〔･"/“(LEWIS）
ｌｅｘ.，１９９８．７．１１，大滝村大血川県２例目

アオバナガクチキＭ２/〔"Idr)'αｇ/ＭＯｓａＬＥｗＩｓ
lex.，１９９８．５．２３，大滝村中津川

ヒイロホソナガクチキＤａＤｓﾉﾉodeﾉＷＳﾉIC"""αｊ(ＮＡＫＡＮＥｅｌコホソナガクチキＤ〔JpsﾉﾉodeﾉWS〃o"7"剛(NAKANEeIHAYAsHI,1955）

lc7'早，１９９７．７．２５，大滝村中津川林道（埼玉県昆虫誌未記録）

ハムシダマシ科Lagriidae

ナガハムシダマシＭα〔γo/αg血r』</b伽""“(MARsEuL）
lex.，１９９７．５．４，伊那町小室

ツチハンミョウ科Meloidae

ツマグロキゲンセイＺｏ"伽cor畑ﾉwaraMARsEuL

lex，１９９８．８．１，大滝村中津川（埼玉県昆虫誌未記録）

ハムシ科Chrysomelidae

ツツハムシ亜科CrypIocephalinae

ヨツモンクロツツハムシＣﾉyprocep加伽〃ひ〃ｊｓＫＲＡＡＴｚ
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lex.，１９９８．５．１，小鹿野伊豆沢

ヒゲナガハムシ亜科Galerucinae

クルミハムシＧａｓ〃o""αd2pressaBALY

lex.，１９９９．５．２３，大滝村入川林道

クロウリハムシＡ"ﾉα〔叩加rα〃１８叩e""jsMoTscHuLsKY
lex.，１９９７．５．４，伊那町小室

クワハムシＦ/e""α"Ｘｉａａｒ"7αrα(BALY）

lex.，１９９４．５．２１，両神村大胡桃

ケブカクロナガハムシH2Spero"１０ｍ加/1伽"α(JACOBY）
lc7'早’９９８．５．３１．大滝村奥秩父林道（埼玉県昆虫誌未記録）

ヒケナガゾウムシ科Anthribidar

コモンマダラヒケナガゾウムシＬ"ocer"sﾉ""ﾉ"g""αr"ｓ(NAKANE）
lex.，１９９８．３月羽脱（ケヤキ），大滝村大血川

クロフヒケナガゾウムシ刀叩仙resroeﾉ砿i(LEWIS）
lex.，１９９７．５．５，大滝村中津川

リンゴヒガナガゾウムシＰﾉ1Ｖﾉﾉo伽s/o"gicoWsROELOFS
lex.，１９９７．６．２８，大滝村雲取林道（埼玉県昆虫誌未記録）

チョッキリゾウムシ科Rhynchitidae

チャイロチョッキリAdErorﾉ1伽ＳＭＯ〔､ero枕ｓ(RoELoFs）

ｌｅｘ.，１９９７．６．１５，滑川町

オトシブミ科Attelabidae

オトシブミApodEr"s/EAeﾉ〃RoELoFs
lex.，１９９８．６．２８，大滝村奥秩父林道

アカクビナガオトシブミＰａｒα〔･ど"〃ocorw7"ｓ〃igr/ＣＯ伽(RoELoFs）
ｌｅｘ.，１９９７．６．２８，大滝村雲取林道

ゾウムシ科Curculionidae

リンゴコフキゾウムシＰﾉ叩肋伽αr"1(""sRoELoFs

lex.，１９９８．５．３０大滝村大山沢

ツチイロヒケボソゾウムシPhv/肋加伽o叩"ＩｓＳＨＡＲＰ
ｌｅｘ.，１９９７．５．４，伊那町小室

ｸﾁブﾄﾋｹボｿゾｳﾑｼPAvﾉﾉo伽spoMr"sojdesSHARP
lex.，１９９７．６．２８，大滝村雲取林道

シロコブゾウムシ印加"'"s"州"ｨS(GYLLENHAL）
ｌｃ７１早，１９９８．５．９，都幾川村大野舟沢

フキヒョウタンゾウムシＣａｍｐ伽"s〃７０．２s"ｨsRoELoFs
lex.，１９９７．６．１，大滝村中津川

ｌｅｘ.，１９９８．７．２０，大滝村入川林道

スグリゾウムシPsEMo〔ｗｅor伽"ｓｂ伽Sc伽ｨsRoELoFs
lex.，１９９７．６．１５，滑川町

ハスジカツオゾウムシＬ加ｨsααｨ叩e""ｉｓ(RoELoFs）
ｌｅｘ.，１９９８．７．４，秩父市仙元谷林道

クリシギゾウムシＯ"･〔ｗ"ｏｓｊｊＷ"７２mS(HELLER）

2000年５月
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ｌｅｘ.，１９９７．９．６，大滝村豆焼橋

ツツゾウムシＣａ７℃"iα”igico"j‘yRoELoFs
lex.，１９９８．７．１１，大滝村大血川

コゲチャツツゾウムシＣarc脱αだ“ｉｓ〃ｉａｒａ円頂TJ′FＲ

lex.，１９９６．６．１６，大滝村中津川

ノヒラツツゾウムシノVtzg”"皿oﾉ？〃αjMoRIMoTo
lex.，１９９７．８．３，大滝村南天山（埼玉県昆虫誌未記録）

マツキボシゾウムシPjs”α“〃加血sRoELoFs

lex.，１９９８．５．２，滑川町

タマゴゾウムシＤｙ‘yce7“roeIqたj(HARoLD）
lex.，１９９８．８．２，大滝村雁峠

マエバラクチカクシゾウムシＲﾉ、d加omgrM‘Fmag6arajCHuJoetVoss

lex.，１９９８．５．３０，大滝村大山沢

アシナガオニゾウムシGasrerocerc"s/o"glipesKONO
lex.，１９９７．７．５，大滝村大血川

参考文献

日本産タマムシ科チェックリスト（秋山黄洋，大桃定洋）

神奈川虫報・神奈川県の夕マムシ科（平野幸彦）

神奈川虫報・特別号No.２平野幸彦氏虫寿記念号

原色日本甲虫図鑑（ⅡI）黒沢，久松，佐々治

(いしくらひらき〒l70-0012東京都豊島区上池袋3-34-11-707）

雲取山にてクロキノカワゴミムシを採集

阿部功

譲瀞:,溌撤‘“篭 唖瀞雲取山に登頂した際，宿泊した雲取山荘の灯火に来たクロキ

ノカワゴミムシを採集したので報告します．

クロキノカワゴミムシは，本州に分布し岩や樹幹についたコ

ケの下などに棲むとなっています．今回の記録は，埼玉県初記

録となります．

謝辞、同定にご協力頂いた牧林会長，西山明氏に厚く御礼申

し上げます．

雛
鐸織蕊蕊
略』…・・』

ｆ露雄抵

蝿調 難※瀞蕊；

クロキノカワゴミムシLgj皿Jsobr“jcoJ"‘sBATEs’１８８３

(データ）１９９９年１０月９日埼玉県大滝村雲取山荘

筆者採集・保管 図．採集した個体

参考文献：原色日本甲虫図鑑（Ⅱ）保育社

（あくつとむ〒343-0807越谷市赤山町３－２３５－３）

¥蝉

U罫1
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埼玉県から新たに記録される甲虫類（１）

豊田浩

埼玉県内でこれまでに採集された甲虫類のうち、筆者の手元にあるもので埼玉県昆虫誌に掲載

されていない種類、つまり埼玉県初記録と思われる種について、標本整理と同定が完了している

29種を報告する。種名（学名・和名）、採集個体数、場所、年月、採集者の順で示した。また、

全ての種について何らかの情報を付け加えるよう心がけた。

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡコウチュウ目

Dytiscidaeケンゴロウ科

１．Ｐ川、o"ec剛加sr肋(SHARP､１８８４）コシマチビゲンゴロウ

２ｃ７１ｃ７１４早早，埼玉県長瀞町長瀞（荒川岩畳），27.Ｖ1.1997,筆者採集，保管．

清流に生息する種で、岩畳の湧水が流れ込む場所の水溜りに多くの個体が見られた。観光地

として古くより人々の賑わいがある長瀞であるが、このような種が生息していると言うことは

まだまだ良い水辺環境が存在する証拠であろう。なお、上記の標本は環境庁の種の多様性調査

で産地のみ既に報告しているが、記録として引用しやすいよう詳細なデータと共に再度記録し

たものであることを付しておく。

Carabidaeオサムシ科

２．Ｅﾉαpﾉzrop"ｓ〃I〃o"/c"ｓ(HABuetBABA・’967）セダカコミズギワゴミムシ

１早，埼玉県玉川村春日神社（リター），29.ＶⅢ1999,筆者採集，保管．

照葉樹林の落葉下に生息する種で、県内では丘陵地から低山地にかけての良好な森林環境が

保存されている場所に生息するようである。本種は後迩が退化しており、小型種であることか

ら移動能力も極めて低いと言える。地域個体群がそれぞれ孤立状態となっている可能性が高く、

伐採等による森林環境の乾燥化が直ちに個体群の絶滅につながるであろう。

３．Ｔｒ肋o"c加"ｓ（耐CAO"c〃""s)ｄαめCsα伽"/sKAsAHARA、１９９１

ダイボサツツヤゴモクムシ

１３，埼玉県皆野町城峰山，12.Ⅸ､1999，新井志保採集，筆者保管．

日本産ツヤゴモクムシ群についてはＭ()Rｍ（1997）で整理がなされ、６コンプレックス３９

種が分布することが明らかになった。この度県内から得られた個体はダイボサツツヤゴモクム

シ群に含まれる種であり、雄交尾器中片等の形質から上記の種であることが判明した。本個体

はアリヅカムシの研究者である東京農大の新井志保氏により、ガレ場に生息するアリヅカムシ

を採集していた際に得られたものであるが、同様の環境下を調査することで今後さらなる追加

個体が得られるであろう。なお、Ｍ()RlT.’（1997）では東京都の雲取山からも記録されており、

雲取山の埼玉県側にも分布する可能性が極めて大きい。

Silphidaeシデムシ科

４．Aprero/o"7α伽ＣｉＣｏ"ｅ(LEWIS,1893）ムナグロホソツヤシデムシ

lc7'１早，埼玉県東秩父村白石峠，８．Ｘ1.1998，新井志保採集，筆者及び新井保管；ｌＯ

ｃ７'ｃ７１７早早，同県吉田町城峰山，29.Ｖ､1999,筆者採集，保管．

山地の林道脇などにある日当たりの良いガレ場で、浅く潜り込んだ状態で見つかる。生息地
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で(ﾉ)個体数はひじょうに多く、筆者は奥多摩の酉谷山付近でも同様の状況を観察している。

Staphylinidaeハネカクシ科

５．/Vazcrisoﾉ刀α"（(SHARP、１８８９）ヒメアバタコバネハネカクシ

ｌｃ７１，埼玉県東秩父村白石峠，５．Ｖ､1999駅筆者採集，保管．

／V､ｗｏﾉﾉ(ﾉｗ"ノアバタコバネハネカクシが平野部の照葉樹林落葉下を主な生息域とするのに

対し、本種は山地の細かい石が積もったガレ場中より得られた。同様の環境下からはアリヅカ

ムシ類や前述のムナグロホソツヤシデムシ、タマキノコムシ類等が多く得られており、微小甲

虫が生息するには良い環境であるようだ。

６．Ｐｈ"o"伽ｓ〃oﾉﾌﾉどﾉwsSHARP､１８８９コゲチャコガシラハネカクシ

４頭（cr1個体含），埼玉県東秩父村秩父高原牧場（二本木峠付近），６．ＶⅢ1998；４頭，

同所，13.Ｖ111.1998；２頭，同所，16.Ｖ111.1998；１頭，同所，３．Ｖ11.1999,いずれも筆者採

集，保管．

樹液に飛来する種で、樹皮の隙間やウロの周囲をすばやく動き回る。昼行性のようで、夜間

は居残りの個体がたまに見られる程度である。

７．Ｓ花""ｓ〃】αc/esSHARP、１８７４ドウボソメダカハネカクシ

２ｃ７ｃ７１ｌ早，埼玉県東秩父村皇鈴山頂（標高679ｍ）付近，５．ＶⅢ1998,筆者採集，保

管．

林が切り開かれた空き地で、Ｕ字溝の周囲に多数見られた。

８．Ｃａｒp加ciss〃/α"ｨｓ(OLIvIER、１７９４）ハネスジキノコハネカクシ
１頭，埼玉県大滝村地蔵峠，20.Ⅸ､1997,筆者採集，保管．

林床に生えるキノコ類よりオオキバハネカクシ類と共に得られた。

９．Lor伽AC〃〃reg"/αrｉｓ(WEIsE､１８７７）ハスオビキノコハネカクシ
１頭，埼玉県大滝村地蔵峠，20.Ⅸ､1997,筆者採集，保管．

前種同様、キノコ類より得られた。

Eucnemidaeコメツキダマシ科

１０．０伽spo"dy/oides(GERMAR､１８１８）ノコヒゲフトコメツキダマシ
１頭，埼玉県大滝村大山淵，31.Ⅶ､1999,筆者採集，保管．

沢沿いの原生林にて、ブナの倒木の表面を俳個する個体が得られた。

Elateridaeコメツキムシ科

１１．Ｍﾌ""ｅａｊｇ"jco"/ｓ(LEWIS、1894）キンムネヒメカネコメツキ
１頭，埼玉県大滝村中津川渓谷相原沢（標高700ｍ付近），30.Ｖ､1999,筆者採集，保管．

沢沿いのスウィーピングで得られた。

Nitidulidaeケシキスイムシ科

１２．Soro"/α〃αcraREITrER,１８８４オオキマダラケシキスイ

１頭，埼玉県横瀬町大野峠（バナナと焼酎によるペットボトル・トラップ），６．Ⅵ１１．

１９９８，

筆者採集，保管；４頭，同県東秩父村秩父高原牧場（二本木峠付近），13.Ｖ111.1998；１頭，
同所，３．Ｖ11.1999；１頭，同所，27.Ⅸ､1999,いずれも筆者採集，保管．

体長１０ｍｍ近くに達する大型種で、樹液に飛来している姿が昼夜問わず良く見られた。また
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大野峠では子供昆虫教室のために雑木林に仕掛けたトラップに本種が誘引された。外父部山地

では普通種のようであるが、平野部で全く得られないところを見ると、どうやら山地性の種で

あるようだ。

１３．Ｌ伽odorpα"伽r伽ｓ(REITTER，1879）ヒヨウモンケシキスイ

３頭，埼玉県荒川村川浦渓谷，５Ⅸ､1999,筆者採集，保管．

とても美しい種である。３頭のうち２頭は紋の発達が弱く、一見して同種であるとは判別し

にくい。しかしながら、体下面の色彩や各部の形態等により全て同一種であることが確認され

た。

Silvanidaeホソヒラタムシ科

１４．Ａ加syer"sadye"α(WAI、,1832）カドコブホソヒラタムシ

１９頭，埼玉県坂戸市本町，３．Ｘ､1998,筆者保管；１頭，同県嵐山町菅谷，15.Ｘ､1998,

筆者採集，保管．

穀物害虫として知られる種であるが、これまで県内からの正式な記録は無かったようである。

このたび坂戸市で得られた標本は、筆者の知人で建設業を営む某氏から同定依頼と共に寄せら

れたものである。建築後間もない住宅の畳上に大発生し、発生原因が不明であったことから畳

との関連について調べてほしいとの依頼であったが、筆者の調べた限りでは畳に発生した例は

確認できなかった。それより数日後、今度は築後間もない筆者宅の畳上からも１頭が得られ、

畳との関連性が無視出来ない状況になった。倉庫の貯穀類から発生した可能性も否定はしない

が、今後新築の畳に注意をする必要があろう。なお、今回本種が得られた両住宅からは、その

後本種が発生した形跡は無いようである。

Coccinellidaeテントウムシ科

１５．ＳｃⅧ""ssyo伽SAsAJI，１９７１キイロヒメテントウ

１頭，埼玉県東松山市上押垂（都幾川河原），29.Ｘ11.1999,筆者採集，保管．

河川中流域の河原にて、石下より得られる。体長１ｍｍ強と微小種であることから、採集に

は注意を要する。同様の環境下においてはｓ､Ａａｇ"yah伽ｅカグヤヒメテントウが多い。

１６．HaIyziasedec伽g川α/α(mJNAEus,1758）シロジュウロクホシテントウ

１頭，埼玉県大滝村大血川渓谷大陽寺，１３Ⅸ､1998,筆者採集，保管．

大陽寺手前の道脇茂みより、スウィーピングで得られた。

Corylophidaeミジンムシ科

１７．ＭＯｐａｒｍ山ｓｒ"gos"ｓ(MATIⅧＷＳ,1899）チヤイロミジンムシ

１頭，埼玉県東秩父村安戸（槻川岸辺），1.1.1997,筆者採集，保管．

ケヤキ樹皮下より越冬個体が得られた。

Mycetophagidaeコキノコムシ科

１８．肋arg"s〃"伽sci川sREITIER､１８８９フタモンヒメコキノコムシ

２頭，埼玉県東秩父村安戸（槻川岸辺），1.1.1997,筆者採集，保管．

前種同様、槻川脇のケヤキ樹皮下より越冬個体が得られた。

Tetratomidaeキノコムシダマシ科

１９．Abs伽"αﾉapo"icα(ＭⅣATAKE,1955）マダラキノコムシダマシ

２頭，埼玉県横瀬町芦ケ久保，11.11.2000,筆者採集，保管．
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沢の脇に生えるケヤキの古木より、樹皮下で越冬中の個体が得られた。

Melandryidaeナガクチキムシ科

２０．Lederjα/apo"icaREITIER,１８９１チビノミナガクチキ

１頭，埼玉県秩父市橋立渓谷（リター），17.Ｖ11.1999,筆者採集，保管．

落葉下に生息する微小種である。沢沿いのガレ場で表面の落ち葉を振るって得られた。

２１．Ｓｍﾉ伽vagepic川LEWIS,１８９５ヨツボシキバネナガクチキ

１頭，埼玉県大滝村中津川渓谷広河原沢，６Ⅳ､1997,筆者採集，保管．

林道で飛期中の個体を採集した。早春の奥秩父では天気の良し悪しで状況が全く異なるよう

だが、この日は小春日和の暖かい日であった。

Rhipiphoridaeオオハナノミ科

２２．ルノec伽moidesroAe/〃NoMuRAetNAKANE,１９５９クチキオオハナノミ

１頭，埼玉県横瀬町丸山，２．Ｖ111.1996，松本慶一採集，筆者保管．

子供昆虫教室を実施した際、林道の日当たりの良い場所で松本氏が採集したものである。

なお、筆者はこの場所で同時に現れた、大型で黄色い星のあるホシハナノミ類を取り逃がして

いる。誠に残念！。

恥nebrionidaeゴミムシダマシ科

２３．CerQpriaﾉα"ＣＯ肋FAmMAmE,１９０３フトナガニジゴミムシダマシ

１頭，埼玉県日高市女影，15.Ｖ11.1999，新井志保採集，筆者保管．

この個体は夜間、新井氏の自宅裏の雑木林にてクヌギの樹皮を採取して持ちかえったところ、

樹皮の内側に張りついていたのを発見、採集したそうである。ナガニジゴミムシダマシとはや

や幅広で上迩の溝が浅いことから別種であると判断し、筆者のもとに寄せられた。

Salpingidaeチビキカワムシ科

２４．肋sodemapiaわe""eLEwIs,１８９５フタオビチビキカワムシ

１頭，埼玉県両神村両神山清滝，10.Ｖ､1997,筆者採集，保管．

沢の源頭部で枯木の樹皮下より採集した。

Curuculionidaeゾウムシ科

２５．Ｌａｒ伽sgriseOp"o皿sROELOFS,１８７３シラクモゴボウゾウムシ

ｌｃ７１１早，埼玉県大滝村大血川渓谷大陽寺，４．Ｖ11.1999,筆者採集，保管．

大陽寺入り口の道脇にて、イタドリの茎にしがみついていたペアを採集した。

２６．ノVorariso〃ｚａｅ(ISmDA,1902）クロイネゾウモドキ

７頭，埼玉県妻沼町俵瀬（利根川），5.111.2000,筆者採集，保管．

利根川にある砂利採場の周囲にて、冬枯れしたマコモの根際より得られた。筆者は千葉県手

賀沼等でも同様の環境下で採集しているが、今後平野部で同様の環境下を調査することで新た

な産地が見つかるであろう。

２７．片ocasbig""α叩ＦＡUST,１８８２オオクニイネゾウモドキ

３頭，埼玉県大滝村ワサビ沢（雁坂トンネル付近），23.X1.1999,筆者採集，保管．

初雪らしきものが日陰に積もる極寒の大滝をゴミムシ採集のために数回訪れたが、その際道
脇のＵ字溝内に落ちたまま出られなくなっていた個体を採集した。本来の生息環境がどのよう
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な場所なのか、今回の例を見る限りでは「良くわからない」と言うのが正直なところである。

28“Ｐ７ｏｒａｃα"“碗o""coIaVOSS，１９５７ミヤマクチカクシゾウムシ

７頭，埼玉県秩父市天目山林道，12.Ｖ1.1998,筆者採集，保管．

キイチゴより得られる珍しい種で、天目山林道では道沿いのキイチゴの枝先に多数の個体が

見られた。

Scolytidaeキクイムシ科

２９．Ficip/zagHsgo"αroides(MuRAYAMA,1955）ゴリアテキクイムシ

１頭，埼玉県東秩父村安戸（槻川岸辺），25.1.1998,筆者採集，保管．

ケヤキの樹皮下で越冬個体が得られる。冬季採集では良く見かけるが、県内からは記録が

無かったようである。嵐山町等でも採集しているので、今後記録を整理して報告したい。

以上、埼玉県産甲虫類２９種について報告した。今後も記録の整理がつき次第報告してゆきた

いと思う。

末筆ながら、本稿作成に際しいろいろと御世話になった東京農業大学昆虫分類研究室の新井志
保、岸本年郎の各氏に厚く御礼申し上げる。

引用文献

埼玉昆虫談話会，1999．埼玉県産昆虫リスト（鞘迩目），埼玉県昆虫誌別巻，ｐｐ，111-165．

なお、上記以後に印刷された埼玉県の甲虫類関係文献についてもおおよそのものについて参考
にした。

図版．埼玉県初記録甲虫類（各番号は目録の掲載番号に相当する）
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オオヨツボシゴミムシ追捕

豊田浩二

筆者は寄せ蛾記92号で埼玉県のオオヨツボシゴミムシの記録について触れたが(豊田，1999)，

その後の文献調査において，県内の本種に関する記録で埼玉県昆虫誌に引用されていない報文を

確認したので追捕の意味も含めて記録の整理をしたいと思う．

福井（1966)はオオヨツボシゴミムシの県内で３例目と思われる記録であり，所沢市山口の西武

園で1963年６月２日に１頭採集されている．雌雄については不明であり，『草むしりの時採集』

と付記されている．本種のほかにもエゾカタビロオサムシ，オオホゾクビゴミムシ，ウバタマコ

メツキがそれぞれ記録されている．

上記の記録を含めて豊田（1999)の内容を考えてみると，まずタイトルの『埼玉県で43年ぶりに』

というところは，正しくは35年ぶりである．それから嵐山町の個体は『３例目』では無く４例目

ということになる．どうでも良いことかもしれないが，知っていてそのまま放置する事は良くな

いし，だいいち貴重な記録を残された福井氏に失礼である．筆者は今回の件で改めで，地域甲虫

相を調べて行く上での文献調査の重要性と引用漏れの恐ろしさを身にしみて感じた次第である．

埼玉県昆虫誌には掲載されていないけれでも，昆虫誌以前に既に印刷されている県内の関連文献

については，やはり気づいた人が随時“寄せ蛾記”にでも紹介するべきであろう．

末筆ながら，貴重な文献を閲覧許可頂いた東京農業大学の渡辺泰明教授に厚く御礼申し上げる．

〔引用文献〕

福井勇三郎，1966．埼玉県所沢市西武園の甲虫数種．昆虫と自然,ｌ（６）：３３．

豊田浩二，1999．埼玉県で43年ぶりに記録されたオオヨツボシゴミムシ．寄せ蛾記,(92)：
2759-2760.

(とよだこうじ〒355-0221比企郡嵐山町菅谷686）

ヤノクチナガオオアブラムシの記録

豊田浩二

筆者は県内でこれまで記録のないＳｒｏｍ叩加yα"omTAKAHAsHI,１９１８ヤノクチナガオオアブ
ラムシについて，以下のように採集しているので報告する．

３頭（無迩虫），20.11.1999，嵐山町鎌形八幡神社（ケヤキの幹にてトビイロケアリと共に越

冬），筆者採集，保管．

白黒のコントラストが美しい本種は，クサアリ類やケアリ類と共生関係にあるようで，必ずこ
れらのアリと共にケヤキやエノキの幹に見られる．県内では普通種のようである．

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）



寄せ蛾記(96):２９１２ 2000年５月

埼玉県内のキカマキリモドキの記録

豊田浩二

Ｅｚ”α刀"Spa/zａｒｍα"Jj(NAvAs，1909)キカマキリモドキは幼虫期に地上性クモ類の卵のうに寄
生する事が知られ（平田，1997），稀種の多いカマキリモドキ科の中では比較的普通種であるが，

埼玉県内では大滝村と秩父市（横瀬町長者屋敷の頭は秩父市の誤りである），大井町でそれぞれ

わずかな記録があるのみである．筆者は本種を日高市で採集しているので報告する．

１頭，９．Ｖ111.1997,日高市日和田山山頂付近，１頭，９．Ｖ111.1997,日高市日和田山山頂付近，

筆者採集，新井志保保管（図）．

この個体は登山道脇のクモの巣に引っかかってい

たものである．通りすがりのハイカーにその存在を

お教え頂き採集した．大変ありがたいことである．

さて，キカマキリモドキの県内での記録を地図に

落としてみると，山地に偏った分布を示しているこ

とがわかる．牧林・脇（1997）によれば『平地にも

生息するが，山地帯が主たる生息域で，場所によっ

ては個体数も多い．』とある．平野部に位置する大

井町では住宅地のど真ん中で得られており，牧林・

脇（1997）の表現は埼玉県下においてもあてはまる

ようである．

今回の採集例は，平地と山地の間にある記録の空

白地帯を埋めるものであり，本種の分布状況を知る

上で重要な記録であろう．

末筆ながら，本稿を作成するにあたってご協力頂

いた東京農業大学昆虫分類研究室の新井志保氏に，

また本種の存在を御教え頂いたハイカーのご婦人に

厚く御礼申し上げる．

熟鎚

鰭

藤；

藤

図．日高市日和田山産キカマキリモドキと埼玉県内の分布状況

〔引用文献〕

平田慎一郎,1997．カマキリモドキ類．日本動物大百科９，平凡社，ｐ､１３．

牧林功，1998．埼玉県のアミメカゲロウ類．埼玉県昆虫誌Ｉ，埼玉昆虫談話会．牧林功，1998．埼玉県のアミメカゲロウ類．埼玉県昆虫誌Ｉ，埼玉昆虫談話会．ｐｐ､267-272．

牧林功・脇一郎，1997．脈迩類．丹沢大山自然環境総合調査報告書丹沢山地動植物目録，神奈

川県．pp257-260・

山崎柄根,1986．大井町の昆虫相．大井町史自然編，大井町，ｐｐ，91-137.

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）



2000年５月 寄せ蛾記(96):２９１３

ホンドヒロオビモンシデムシを大滝村で採集

豊 田 浩 二

Mcropﾉior“i"1ﾉes"garorﾉαr抑Sc/αr"J，LEWIS,１８８７ホンドヒロオビモンシデムシは，高地に生
息する比較的珍しい種である．埼玉県内での本種の記録は，野沢(1989)の大滝村中津川山で採集さ

れたものが唯一のようである．筆者はやはり大滝村の中津川で本種を採集する機会に恵まれたの

で，状況等を含めて報告する．

'ず'１早，23.Ⅸ､1999,大滝村中津川渓谷広河原沢（南天山付近），筆者採集，保管（図）

『弓､

Ｐ

採集地点は標高1,000ｍ付近で沢ぞいに

走る林道上である．採集に至るより１週間

前，同地を訪れた筆者と新井氏は，林道を

凄い勢いで走り去る４ＷＤの乗用車と，そ

の先でひかれたばかりのイノシシを目撃し

た．確固たる証拠は無いものの，状況から

判断してこの車が引き逃げしたものである

疑いは大きかった．ふつうならここで「か

わいそうに」と思うのだろうが，このとき

筆者の頭に浮かんだのは「やった！，シデ

ムシがタコ採りだ！！！」という，腐肉系

昆虫大好き虫屋のねじれ曲がった（もとい，

純粋な）発想であった．

イノシシを道脇のやや湿り気のある場所

に移動し，１週間後に再び訪れると，その

毛皮と地面の隙間からはおびただしい数の

シデムシ，チビシデムシが採集され，その

中に本種の姿もあった．同行した新井氏は

ヨツボシモンシデムシを採り，「人生で初

めて，赤い紋のあるシデムシを採った！」

と大変喜ばれていた．筆者もそうであった

が，図鑑で見なれたはずのあの姿を初めて

目の当たりにすると，なにか“やっと出会

えた”ような感じでとてもうれしいもので

ある．
牡￥輯鑑

ホンドヒロオビモンシデムシのＪ’

雛倉(1999)でも触れられているとおり，本種は秋季にはより低所に移動するようで，今回も標高

わずか1,000ｍで得られた事がその証拠であろう．しかしながらこうした種が見られるのは背後に

控える甲武信ヶ岳や十文字峠のような2,000,級の山々があればこそであり，奥秩父にあってもそ

の生息場所はおのずと限られてこよう．

末筆ながら，文献調査等で御世話になった東京農業大学昆虫分類研究室の岸本年郎博士，同研

究室の新井志保氏に厚く御礼申し上げる．

〔引用文献〕

野沢雅美，1989．シデムシ類の採集記録．埼玉動物研通信,（８）：２２．

雛倉正人,1999,大滝村雁坂峠とその周辺の甲虫類(第１報)．寄せ蛾記，（92）：2733-2752.

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）
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大滝村のジョウザンナガハナアブ

豊 田 浩 二

筆者は寄せ蛾記92号にて大滝村で得られたヨコジマナガハナアブを報告したが，玉木長寿氏に

よる再検の結果，水資源開発公団滝沢ダム建設所（1998）で県内から初めて記録された稀種のジョ

ウザンナガハナアブであることが判明したので，ここに訂正するとともに本種についての若干の

知見を触れておく．

Ｔｅｍ"OSrOmaV叩肋ｒｍｅ(LINNAEUS）ヨコジマナガハナアブlcF
→７．ノoza"keα""ｍ(MATsuMuRA）ジョウザンナガハナアブｌ早

その他のデータはそのままである．

本種はヨコジマナガハナアブに極めて良く似ており，素人目には区別がつきにくいものと思わ

れる．玉木氏のご教示によれば，旧北区のDipteraのカタログでは本種はヨコジマナガハナアブの

シノニムとして扱われているようだが根拠が不明瞭であり，その他の論文，リスト等では別種と

して区別されていて，雄交尾器の比較がされるまでは別種として取り扱うのが妥当のようである．

両者の間には形質的に区別できる点として，中胸背板の斑紋の形状が異なることや腹部の横帯の

違い等が挙げられる．今後は雄個体を含めた複数個体どうしによる検討が望まれる．

末筆ながら，本種についてご教示頂いた毛呂山町の玉木長寿氏に，また訂正に際して御世話に

なった富士見市の小田博氏に厚く御礼申し上げる．

【引用文献】

水資源開発公団滝沢ダム建設所，1998．滝沢ダム環境現況調査（第３回滝沢ダム環境委員会資料）

－生息確認種リスト，昆虫類．

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）

行田市でツマグロキチョウを採集

伊東憲正

本県では近年の採集記録の少ないツマグロキチョウを，行田市で採集しているので報告する．

なお，貴重な標本を恵与していただいた山元正雄氏に感謝申し上げる．

採集個体：ツマグロキチョウｌｃ７１

採集地：行田市持田

採集日：1999年１０月４日

採集者：山元正雄

(いとうのりまさ〒185-0036束京都国分寺市高木町3-13-14-201）



2000年５月 寄せ蛾記(96):２９１５

昆虫誌プラス（４）

埼玉昆虫談話会

当会は，1999年に，埼玉県産昆虫9,360種をリストした『埼玉県昆虫誌』別巻を刊行した．

本報文は，別巻刊行後に明らかになった埼玉県初記録種を含む報文を中心に，学名・和名の変

更，種の削除などを適宜まとめて紹介するものである．

まとめ方や閲覧文献などの詳細については，本報文の連載初回である『寄せ蛾記』９３号p､2803

を参照されたい．なお，本報文は，しばらくは『寄せ蛾記』の編集責任者である碓井徹がまとめ

を担当するが，担当がしっかりと目を通せる文献は，一応，以下の通りである．

寄せ蛾記トンボ公園だより（寄居町にトンボ公園を作る会）

埼玉動物研通信（埼玉県動物研究会）埼玉生物（埼玉県高等学校生物研究会）

房総の昆虫（千葉県昆虫談話会）Gracile（関西トンボ談話会）

Ｔ○ＭＢ○（日本トンボ学会）ＡＥＳＣＨＮＡ（トンボ研究会）

Rostria（日本半麺類学会）Cicada（日本セミの会）

蝶と蛾．やどりが（日本鱗通学会）昆虫と自然・月刊むし・インセクタリウム

上記の文献以外に，埼玉県初記録種を含む報文を発表された方，あるいはそのような文献をご

存じの方は，ぜひ碓井までご一報いただきたい（できれば，その別刷やコピーを一緒にいただけ

ると嬉しいです）

【埼玉県初記録種】

ＨＯＭＯＰＴＥＲＡ同迩目

◆豊田浩二(2000)寄せ蛾記(96):２９１１

STENORRHYNCHA腹吻亜目

Aphididaeアブラムシ科
Ｓｍ"1叩伽ｙα"omTAKAHAsHLl918ヤノクチナガオオアブラムシ

ＣＯＬＥＯＰＴＥＲＡ鞘迩目

◆石蔵拓(2000)寄せ蛾記(96):2896-2901

Carabidaeオサムシ科

Leprocarα加ｓｈａｒｍα"dノ（LAPouGE）ホソヒメクロオサムシ

Buprestidaeタマムシ科
ＰＣ“"o"ｏｒａＡａｍ伽c伽"α(Obenberger,1940）工サキキンヘリタマムシ

Ｃﾉ"ysobo伽加ｇａｊＹ,KuRosAwA，１９４８ヤマムツボシタマムシ

Elateridaeコメツキムシ科

Acre"jceromom加ｓ〃Ippo"e"巾OHIRAニホンフトヒラタコメツキ

Lycidaeベニボタル科
Macro/vαｨsexceル"sNAKANEオオクシヒゲベニボタル

Cantharidaeジョウカイボン科

Ｙｚｨ鰍ｏａｗＩ"加酬(NAKANE）キイロシリブトジョウカイ

Melandryidaeナガクチキムシ科
Ｄ叩s"oder"s〃ｏｍ"raj(NAKANEeIHAYAsHI,1955）ヒイロホソナガクチキ

Meloidaeツチハンミョウ科

Ｚｏ"伽cor畑r"αraMARsEuLツマグロキゲンセイ

Chrysomelidaeハムシ科
HeSpero"1o叩加肋３"rα(JACOBY）ケブカクロナガハムシ



寄せ蛾記(96):２９１６

Anthribidarヒゲナガゾウムシ科

Ｐﾉ1y"o６帖ﾉo"gj〔･ormRoELoFsリンゴヒガナガゾウムシ

Curculionidaeゾウムシ科

Ｍａｇ血"s〃o肋ａｊＭｏＲＩＭｏＴｏノヒラツツゾウムシ

◆阿部功(2000)寄せ蛾記(96):２９０１

Carabidaeオサムシ科

Lejsr"ｓｏｂｍｓｉｃｏﾉ"sBATEs,１８８３クロキノカワゴミムシ

◆豊田浩二(2000)寄せ蛾記(96):2902-2910

2000年５月

Dytiscidaeケンゴロウ科

Ｐｏｒａｍｏ"ecresﾉIosr伽(SHARP,1884）コシマチビゲンゴロウ

Carabidaeオサムシ科

Ｅﾉ叩hmp"s〃仰o"伽s(HABuetBABA,1967）セダカコミズギワゴミムシ

Tricﾉzo"c加lｨｓ(Tricho"c加恥)血伽sars川sKAsAHARA,１９９１
ダイボサツツヤゴモクムシ

Silphidaeシデムシ科
Ａｐ花roﾉomadjscjco雌(LEWIS,1893）ムナグロホソツヤシデムシ

Staphylinidaeハネカクシ科

ノVazerisOｐｒａｍｓ(SHARP,1889）ヒメアバタコバネハネカクシ

Ｐﾉ7"o"r加ｓ〃叩rer"ｓSHARP,１８８９コケチャコガシラハネカクシ

Sre”smacjesSHARP,１８７４ドウボソメダカハネカクシ

Ｃａ叩加c伽"加恥(OLIvIER,1794）ハネスジキノコハネカクシ

Lord肋o〃j〃eg"ﾉα油(WEIsE,1877）ハスオビキノコハネカクシ

Eucnemidaeコメツキダマシ科

Ｏ伽叩o"dyﾉo枕s(GERMAR,1818）ノコヒゲフトコメツキダマシ

Elateridaeコメツキムシ科

Ｋ伽"eajg"jco"is(LEWIS,1894）キンムネヒメカネコメツキ

Nitidulidaeケシキスイムシ科

Soro"iαβαααREITTER,1884オオキマダラケシキスイ

Ｍﾌrodorpα"伽加"s(REITTER’1879）ヒヨウモンケシキスイ

Silvanidaeホソヒラタムシ科

Ahasver"sadve"α(WALTL,1832）カドコブホソヒラタムシ

Coccinellidaeテントウムシ科

ＳｃⅧ""sSyo伽SAsAJI，１９７１キイロヒメテントウ

HaIyzjasedec伽g""α、(LINNAEus,1758）シロジュウロクホシテントウ

Corylophidaeミジンムシ科
Ａ"Oparm"伽r"gos"s(MATTHEws,1899）チャイロミジンムシ

Mycetophagidaeコキノコムシ科

Ｌ"αrg"s〃"椀scja畑sREITTER,１８８９フタモンヒメコキノコムシ

Tetratomidaeキノコムシダマシ科

肋s”ﾉﾉαｊ叩o"ｊｃａ(MIYATAKE,1955）マダラキノコムシダマシ

Melandryidaeナガクチキムシ科
Lederjaj叩叩caREITTER,１８９１チビノミナガクチキ

Ｓroﾉ伽vagepjcr"ｓＬＥｗＩｓ，１８９５ヨツボシキバネナガクチキ

Rhipiphoridaeオオハナノミ科
ルノecoromoidesro卿〃NoMuRAetNAKANE,１９５９クチキオオハナノミ

Tenebrionidaeゴミムシダマシ科



2000年５月 寄せ蛾記(96):２９１７

CerOpriaﾉα"〔'０肋FAIRMAIREl903フトナガニジゴミムシダマシ

Salpingidaeチビキカワムシ科
Ｌ畑ode'77叩i〔叩e""ｅＬＥｗＩｓ,１８９５フタオビチビキカワムシ

Curuculionidaeゾウムシ科

Ｌａｒ伽sgrIse叩"Cs"sRoELoFs、１８７３シラクモゴボウゾウムシ

ノＶｏｒＭｓｏ収αｅ(IsHIDA,1902）クロイネゾウモドキ

ルo〔･“ｂｉｇ""〔""sFAusT,１８８２オオクニイネゾウモドキ
Proracα"esmo""〔．o/αVoss,１９５７ミヤマクチカクシゾウムシ

Scolytidaeキクイムシ科
Ｆｉ叩ｈａｇ"sｇｏ伽o枕s(MuRAYAMA､1955）ゴリアテキクイムシ

◆新井志保（1999)寄せ蛾記(90):２６７１

Staphylinidaeハネカクシ科
Asre"“serli/igrCAMERoN,１９３０

※これまでの『昆虫誌プラス』で見落としていた．豊田浩二氏よりご指摘をい

ただいた．

◆MlRuY.ｗ入,Ｍ・（2000）ARevisionoftheMyrmecophilousGenusASpjdobac〃"ｓ

（Coleoptera:Staphylinidddae:Aleocharinae)．Sociobiology,３５(1)：149-173．

Staphylinidaeハネカクシ科
ASpjdobac〃"ｗｏｙｏｄａｊＭＡＲｕＹＡＭＡ

※本種は，東松山市の都幾川を基準産地として記載された好蟻性のヒゲブトハ

ネカクシの新種．本文献は豊田浩二氏よりご教示いただいた．

◆石蔵拓（1998)寄せ蛾記(88):2521-2582

Cerambycidaeカミキリムシ科
Leprosrrα"gα"αﾉICSC加"ａ（OHBAYAsHI）ホソハナカミキリ

Ｓ花"odryascﾉａＷｇｅｒａｃﾉaWgeraBATEsアメイロカミキリ

※『埼玉県昆虫誌』別巻で，吉越ほか(1999）によって，寄せ蛾記88号の埼玉県

産カミキリリスト（石蔵,1998）から埼玉県新記録のカミキリ類が８種追加さ

れたが，上記２種は，その際に新記録種のリストから漏れていた種．すなわ

ち，吉越ほか(1999)では，石蔵（1998）から埼玉県新記録のカミキリ類を上

記２種を含め10種追加すべきであった．

◆森川清志（1999)天牛通信(2):９

Cerambycidaeカミキリムシ科
Ｓｒｅ"肋"7α伽rakaosα"JｨsOHBAYAsHI,１９５８タカオメダカカミキリ

◆著者不明(2000)天牛通信(3)：ll

Cerambycidaeカミキリムシ科
Obereasobosα"αOHBAYAsHI,１９５６ソボリンゴカミキリ

※『埼玉の未記録カミキリその後』というタイトルで著者は明示されていない

ものの，本種の具体的な採集記録は記述されている．なお，前種を含め，天

牛通信からの２種は石蔵拓氏よりご教示いただいた．

◆中村修美（1999)神泉村の土壌動物ｐｐ､139-145．

Staphylinidaeハネカクシ科
７ｈ伽〔､ｈＭｓﾉ叩州caBERNHAvER

※上記報文は，『神泉村誌自然編目録』所収．中村修身氏よりいただいた．同
定は，直海俊一郎氏による．
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ＨＹＭＥＮＯＰＴＥＲＡ膜迩目

◆南部敏明（2000)埼玉県動物研通信(34):２４

Braconidaeコマユバチ科

〃e/ＣＯ"idea〃抑伽Ｃａ（WATANABE,1972）ニッポンツノコマユバチ

Roproniidaeイシハラクロバチ科
ROpro"/α肋ﾉﾉＩａｍｉＹＡｓｕＭＡＴｓｕ,１９５６イシハラバチ

Tiphiidaeコツチバチ科
Ｔｉｐｈｙａｓ"伽TuNEKI,１９８５スダコツチバチ

Halictidaeコハナバチ科

Sphecodessα〃oroe"sisTuNEKLl983サッポロヤドリコハナバチ
※上記報文は『埼玉県から新たに記録されたハチ目（４）』として，上記４種

の他に，ベッコウバチ科のホソトゲアシベッコウを加えて５種を県初記録と

しているが，ホソトゲアシベッコウに関しては，『寄せ蛾記』９５号で南部氏

が“埼玉県初記録'，としてすでに記録している．

ＤＩＰＴＥＲＡ双迩目

◆伊東憲正（1999）はなあぶ(8):５６

Syrphidaeハナアブ科
Merodo〃ｅ９"“〃ｉｓ（FABRIcIus,1794）スイセンハナアブ

※上記報文は伊東憲正氏よりいただいた．なお，玉木長寿氏からは，『本種は，

過去に本県で採集されている可能性はかなり高いが，知る限りではこの報文

が本種の埼玉県初記録となる．』とのコメントが寄せられている．

【昆虫誌プラスヘの訂正など】

ＤＩＰＴＥＲＡ双迩目

◇寄せ蛾記94号掲載の『昆虫誌プラス（２）』において，スズキベッコウハナアブの埼玉県

初記録の報文は，松浦誠氏よりご教示いただいたものである．

◇同，ハナアブ科の学名をSynphidaeとしたのは誤りで，SyIPhidaeが正しい．玉木長寿氏
よりご指摘いただいた．

ＬＥＰＩＤＯＰＴＥＲＡ鱗迩目（蛾類）

◇寄せ蛾記94号掲載の『昆虫誌プラス（２）』において，神部ほか(2000)からヤガ科の１０種

を埼玉県初記録として記述したが，当コーナー担当の碓井の該当報文の読み違えで，正しく

は，後述のように９種が埼玉県初記録となる．この件は，神部正博氏よりご指摘いただいた．

これは，（4265）Ａ"o"１Ｍo"卯e"ｍＳｕｇｉムラサキオオアカキリバについて，本種は過去
に埼玉県からｌ個体が記録されていたものの，当該標本を検した結果，それがハガタキリバ

であったことが同報文で指摘され（すなわち，この時点では埼玉県産のヤガ科は１種減とな

る)，あらたに明らかにムラサキオオアカキリバであるものを埼玉県から記録した，という経

緯による．すなわち，埼玉県産のヤガ科としては，（－１種，＋１０種）ということで，９種が

同報文によって，埼玉県初記録としてリストされたことになる．当コーナー末尾の‘‘目ごと

の科・種数最新情報'’でも，蛾類の種数と総種数については１種減じる措置をとった．

【埼玉県昆虫誌への訂正記事一覧】

ＨＹＭＥＮＯＰＴＥＲＡ膜迩目

◆南部敏明（2000)埼玉県動物研通信(34):２４

アシブトコバチ科のナンブアシブトコバチの学名が変更．
しまったとのこと．

〃α"'伽/”がシノニムで消えて
６＆
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表埼玉県産昆虫目ごとの科・種数最新情報

十１種

最新の科数

と種数
埼玉県昆虫誌

別巻（1999）

今回まとめ

た変更の計

前回までの

変更の合計

十1科十46種

科数種数科数種数科数種数科数種数目名

十1科十51種

十１種

COLLEMBOLAトビムシ目９科３８種

PROTURAｶﾏｱｼﾑｼ目４科２６種

DIPLURAコムシ目３科４種

MICROCORWHIAイシノミ目１科１種

THYSANURAシミ目１科1種

EPHEMEROPTERAカケロウ目１０科７２種

ODO NA TAトンボ目１１科９０種

PLECOPTERAカワケラ目９科５１種

BLATTARIAゴキブリ目２科４種

MANTODEAカマキリ目１科５種

ISOPTERAシロアリ目ｌ科１種

ORTHOPTERA直通目１２科121種

PHASMIDAナナフシ目１科５種

DERMAPTERAハサミムシ目４科１３種

GRYLLOBLATTODEAガﾛｱﾑｼ目１科４種

PSOCOPTERAﾁｬﾀﾃﾑｼ目ｌ科１種

MALLOPHAGAハジラミ目１科１種

ANOPLURAシラミ目５科１０種

THYSANOPTERAｱｻﾞﾐｳﾏ目２科１３種

HETEROPTERA異迩目３８科362種

HOMOPTERA同迩目３６科619種

Ｍ(､Ⅱば(lRRllYX(､11Ａ頚吻亜目（１７科367師）

Ｓ１ｗ)RRIIW11A 腹吻亜目（19科252師）

MEGALOPTERAヘビﾄﾝﾎﾞ目２科５種

RAPHIDIOPTERAﾗｸﾀﾞﾑｼ目２科２種

NEUROPTERAｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目１０科４６種

COLEOPTERA鞘迩目lO7科2826種

STREPSIPTERAﾈｼﾞﾚﾊﾞﾈ目３科１３種

HYMENOPTERA膜迩目５１科1069種

MECOPTERAｼﾘｱｹﾞﾑｼ目２科１８種

SIPHONAPTERAノミ目８科３０種

DIPTERA双 迩 目 ８ ７ 科 1 4 9 0 種

TRICOPTERAトビケラ目１９科８３種

LEPIDOPTERA鱗趨目５７科2336種

蝶類（５科135稀）

蛾類（52科2201稀）

寄せ蛾記(96):２９１９

十１０種

＋2種

(＋２剛

十3種

(＋１０棚

十2種

＋2科十１１６種

(IiiWまでの計）

＋53種503科9,529種

(ｲ叫での計）（本誌｜:Ｉｌ行時）

３２目501科9,360種

(崎|叫比山,濫別巻|:'1行時）
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昨年（1999年）の９月２６日に埼玉昆虫談話会．

日本鱗通学会関東支部．日本蛾類学会による

｢1999年秋の集い」が催された。この集会は，毎

年春と秋の２回，日本鱗迩学会関東支部が企画し，

開催しているものである。１９９８年の「秋の集い」

は，千葉県昆虫談話会との共催形式をとって行わ

れ，鱗迩学会会員以外の多数の参加者があったこ

とから，今回は当会との共催が企画されたわけで

ある。特に，埼玉昆虫談話会との共催ということ

で，大著「埼玉県昆虫誌」の完成を広く知らしめ

たく「埼玉県コーナー（S-1～S-3)」を特別に建

てた。Ｓ－１は牧林功会長による「埼玉県昆虫誌

はどのようにしてできたか｣，Ｓ－２は星野正博氏に

よる「埼玉県の蝶類｣，そしてS-3萩原昇氏によ

る「埼玉県の蛾類」である。その詳細は，この特

集の後半部分である「要旨集再録」をご覧いただ

くこととする。講演全数１３題のうち，一般講演を

含め当会関係者が7名という，まさに埼玉が席捲

した会であったという印象が残った。それでは当

会からの参加者を代表して，桜田敦氏に印象記

をお寄せいただいた。ごゆっくりとお読み下さい。

（小堀文彦）

「秋の集い」に参加して
桜 田 敦

去る９月26日，東京の「カンダパンセ」に於いて，

日本鱗迩学会関東支部・日本峨類学会及び埼玉昆

虫談話会共催の講演会に出席いたしました。もう

何年も前のことですが，浦和別所沼会館ホールで

の会「自然保護セミナー」に行ったとき，埼玉昆

虫談話会を知り，入会したと記憶しております。

その時の自然保誰セミナーも日本鱗迩学会との共

催だったのであります。

それ以来のことでありましたが！当日は埼玉昆

虫談話会がメインの会らしく，ロ頃金暇セミナー

などでお目にかかる会員の方々の講演を拝聴させ

ていただくことが出来ました。「蝶と私」の阿部氏

2000年５月

は，信州上'11の抜群の環境の中で，学生時代に綿

密な調査記録を残されておりました。また思いが

けずも，当時の紅顔可憐なる美少年の頃の写真を

拝し，自分のその時代を振り返り，羨ましいやら

恥ずかしいやらの思いでした。また，生態写真も

美しいものでした。

「埼玉県昆虫誌」発刊の経緯を牧林会長が述べ

られました。現在すべて配布され，在庫はないと

のこと。力3の大英博物館から引き合いがあったと

も聞いており，その内容の素晴らしいことでお宝

を持っているような満足感があります（宝の持ち

腐れかも)。

「埼玉県の蝶」の星野氏の発表は私にとって，

もっとも身近なことですので関心がありました。

全FEI的な規模でしょうが，レッドリストに職る種

が増えていく憂いがあり，自然環境の維持が重要

且つ困難な問題なのだとの思いを新たに致しまし

た。

「埼玉県の蛾類」の萩原氏の発表では，この世

界，未だ記録が増加の可能性があると伺われまし

た。調査資料の中で，故市川和夫氏の広範なご活

躍が今更ながら知られる思いでした。

「ミドリシジミの雌多型とは何か」の松井氏の

発表では，個体群の激減で研究継続が困難だとの

ことが印象に残りました。「トリバネチョウの来た

道」の森中氏の発表はハイレベルなもので，正直

私ごときでは理解するにほど遠いことでしたが，

談話会の総会のオークションで拝見する競りを思

い出し，同氏のお人柄の広さを垣間見た思いです。

以上，貧しい感想ですが，何が判らないかが判

らない会員として，これからも埼玉昆虫談話会に

顔を出しますが，どうぞご指導下さいます様お願

いいたします。私にとって充実した一日でした。
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A-1放蝶温室におけるオオゴマダラの日周活動

瀬田和明

A-2丹沢の蛾石川和宏

A－３蝶と私阿部功

B-1山形県朝日連峰の高山蛾調査飯塚新真

B－２地球温暖化などによる気象変動と蛾類の北

上現象 柳 田 慶 浩

B-3アゲハの視覚的刺激による記憶川崎悦子

S－１・埼玉県昆虫誌はどのようにしてできたか

牧 林 功

S-2・埼玉県の蝶類星野正博

S－ ３ ・ 埼 玉 県の蛾類萩原昇

c-1・ミドリシジミの早多型とはなにか

松井安俊。松井英子

C－２．マダラガ の魅力岸田泰則

C-3・トリバネチヨウの来た道森中定治

C-4・東京のスカシバ池田真澄

講演要旨再録

I鱗!！;l1lI
牧林功（埼玉昆虫談話会会焚）

埼玉昆虫談話会は県を代表するにふさわしい蝶

としてミドリシジミを選定し，これを「県の蝶」

に推挙することに決定した。まず会の中に「ミド

リシジミ委員会」を発足させ，この委員会を中心

に「ミドリシジミを見る集い」，「ミドリシジミを

知る集い」の開催など，多方面にわたり運動を展

開した。

その成果が実って，1991年11月l4n（埼玉県民

の日）の「埼玉県民の集い」の席上，県知事より

｢ミドリシジミを“埼玉県の蝶”に制定する」こと

が発表された。以来，県はサクラソウ（花)，ケヤ

キ（木），シラコバト（鳥)，ムサシトミヨ（魚)，

ミドリシジミ（蝶）をliつのシンボルとして使川

している。

「県の蝶」の効果は大きく，県は制定後、「県の

蝶ミドリシジミの森づくり」に取り組み，県内且

ヶ所に「ミドリシジミの森」を設けたり，植樹事

業でもミドリシジミの食樹であるハンノキを柚紺

するなどの配慮をしている。またこのような取り

組みに会は常にかかわってきた。このため公的機

寄せ蛾記(96):２９２１

関の「埼玉昆虫談話会」の信用度はかなり高い。

そんな折，「(株）テレビ埼玉」が開局十五周年

を迎え，記念萌業として行われた「日本一のふる

'Mづくり」で，当会が表彰された。ミドリシジミ

を県の蝶にする運動の展開が評価されたのである。

その頃，埼玉昆虫談話会は創立30周年を迎えよ

うとしていた。虫の好きな連中が好きなことをや

っていたに過ぎないのだが，３０年間も会誌を発行

し，記録を蓄積してきたことには，それなりの重

みが存在する。

埼玉県には県教育委員会が編纂した「埼玉県動

物誌」が存在する。この中で取り上げられた昆虫

は4219種であるが，既に未記録種が多数記録され

ていて，古いものになっていた。そこで昆虫だけ

でも最新の記録を網羅したものを作りたい。これ

を創立30周年の記念事業にすることにした。

“ディスカバー．ご近所”を合い言葉に，身近

な記録の発掘を呼びかけると共に，採集調査会を

実施し，専門外の死蔵標本をよみがえらせる「標

本の同定をし合う会」を設･け，エキスパートに見

てもらう。それらは会誌「寄せ蛾記」にできるだ

け発表する。また記念事業のキャンペーン紙「縁

友路地」を月刊で発行し，ムード作りと意思の統

一を図る。

「標本を同定しあう会」は作成準備委員会と連

絡し，同日に行った。このことで委員でなくとも，

気楽に誰でもが委員会に参加できた。

資金面では予約購入を募集し，一定の販路を確

保するとともに，（株）テレビ埼玉，（株）武蔵野

銀行，埼玉県などから助成金を受けた。これにつ

いては会の信用度がものをいったと考えられる。

このため会の一般会計とはまったく別に処理する

ことができた。

版下は完全版下作成で印刷所にまわしたのだが，

これについてはcP操作の達人，碓井徹会員の独

岨場で，彼なくしてはあのような安価にはできな

かったであろう。またデザイン，作画については

小堀文彦会興によって，スマートに仕上がったと

思っている。

かくして「埼玉県昆虫誌全3巻4冊，別巻1冊」は，

9,360種を褐城し，今年３月完結した。l800pp.，厚

さ10ｃｍ，重さ5kg.の代物である。完売し在庫はな

い。

（まきぱやしいさお）
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2000年５月

星野正博（埼玉昆虫談話会）

埼玉県蝶類文献数年度ごとの推移
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０
０
０
０
０
０
０

８
７
６
５
４
３
２
１

。
、
⑦
一

蝋駄喜禰#i識鶏、蝿 ⑦璽釦翁心 ，，今’１，合同金１，，，ロ⑲

０
ロ
一
⑥
一

画
。
。
↑

導
出
ｇ
里

、
↑
⑦

ロ
国
か 爵

ロ
の
○
一

Ｃ
寸
⑦
一

３文献記録のある種→（表ｌ参照）分類

体系はScoble(1992)による

埼玉県内で1945年以降の記録種は138種，誤報

を除くと135種。

アゲハチョウ科12種（ホソオチヲウとシロオ

ビアゲハ追加)，シロチョウ科９種（ヤマキチョ

ウ追加)，シジミチョウ科40種（ウラミスジシジ

ミとムラサキツバメ追加)，テングチョウ亜科１

種，マダラチョウ亜科３種（カバマダラ追加)，

タテハチョウ亜科37種（アカポシゴマダラ，タ

テハモドキ追加)，ジャノメチョウ亜科15種（ク

ロコノマチョウ追加)，セセリチョウ科18種であ

る。（）内は埼玉県動物誌に対する比

較。

51976年頃までとの比較

埼玉県動物誌(1978）市川和夫・原聖樹［埼

玉の蝶類］掲載種は120+偶産6種

埼玉県動物誌に於いて，埼玉県の蝶相につい

つ
ト
⑦爵

い
、
⑦

○
ひ
か

、
ひ
○
一

Ｃ
Ｃ
Ｃ
国

爵
、
ご
ひ
一

、
、
⑦

四
ト
⑦
一

昆虫誌蝶類のコンセプト文献目録の充実を

中心課題とした，埼玉県動物誌(1978)：1976年調

査終了の以前以降を比較

年度

文献で見る昆虫相データベースから見える

こと（埼玉県昆虫誌に補遺を加えた）

ベニモンカラスシジミ，ウラナミジヤノメ，

ヒメイチモンジセセリは誤報として不採用。

４調査密度を文献数で比較すると（分布図は

種別に92市町村の分布を掲載した）

ア市町村別記録文献数（ｌ文献に複数の市町

村があればそれぞれ１カウント）

浦和市１９５所沢市１５１飯能市１３６

大滝村１３２秩父市９７大宮市６８

入間市５８

蝶のいない町

１年度毎の文献数推移1316文献（1000番台，

2000番台文献）の発行年毎に集計

２誰が埼玉のチョウを報告しているか（20件以

上）

市川和夫４３件碓井徹４２件原聖樹

４０件巣瀬司３８件

加藤輝年２６件星野正博２５件石塚正彦

２４件大野正男２１件

イ種別文献数（１文献に複数の種があればそ

れぞれ１カウント）

モンシロチョウ２６５，スジグロシロチョウ

２５４，キチョウ２４５，コミスジ２３７，モンキ

チョウ２３４，カラスアゲハ２２８，キタテハ

２２２，ベニシジミ２２０，ヤマトシジミ２２０，

キアゲハ２１５，ナミアゲハ２１４，ツバメシ

ジミ２１１，ルリタテハ２０９，ツマキチョウ

２０６，イチモンジチョウ２０４，ダイミョウセ

セリ２０１，ルリシジミ１９８，ゴマダラチョ

ウ１９５，ヒメウラナミジヤノメ１９３，クロ

アゲハ１８６，ミドリシジミ１８４，
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表１埼玉県で採集記録のある蝶の種類数
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暗
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誤認種：ベニモンカラスシジミ，ウラナミジヤノメ，ヒメイチモンジセセリ

土着種（準±蒼種） 県内越冬不能種 土董確鯉不明種 採集例が近年無い種 放蝶等 偶産種

アケハチョウ科
ウスバシロチョウ，ナミアゲハ，キアゲハ，クロアゲハ，カラスアゲハ，ミヤマカラス

アゲハ，オナガアケハ，モンキアケハ，ジャコウアゲハ，アオスジアゲハ１０種

ホソオチョウ

シロオピアゲハ

シロチョウ科
モンシロチョウ

チョウ

スジグロシロチョウ

ツマグロキチョウ

， エゾスジグロシロチョウ，モンキチョウ，キ

スジポソヤマキチョウ，ツマキチョウ８種
ヤマキチョウ

シジミチョウ科

ムラサキシジミ，ウラゴマダラシジミ，ウラキンシジミ，アカシジミ，ウラナミアカシ

ジミ
へ
『
へ

ムモンアカシジミ，ミズイロオナガシジミ，ウスイロオナガシジミ，オナガシジ

ウラクロシジミ，ウラミスジシジミ，ミドリシジミ，メスアカミドリシジミ，アイ

ノミドリシジミ，フジミドリシジミ，オオミドリシジミ，エゾミドリシジミ，ハヤシミ

ドリシジミ，トラフシジミ，カラスシジミ，ミヤマカラスシジミ，コツパメ，ペ
一
へ
一

ニシジ

ゴイシシジミ，クロシジミ，ヤマトシジミ，ルリシジミ，スギタニルリシジミ，ツ

バメシジ ミ ， ク ロ ツ バ メ シ ジ ミ ， ミ ヤ マ シ ジミ，ウラギンシジミ３２種

ウラナミシジミ
ジョウザンミド

リシジミ

ウラジロミドリシジミ

キマダラルリツバメ

シルピアシジミ

アサマシジミ

ヒメシジミ

ムラサキツパメ

テングチョウ

亜科

テ ングチョウ１種

マダラチョウ

亜科
アサギマダラ

スジグロカバマダラ

カパマダラ

タテハチョウ

亜科

ウラギンスジヒョウモン，オオウラギンスジヒョウモン，ミドリヒョウモン，クモガタ

ヒョウモン，メスグロヒョウモン，ウラギンヒョウモン，ギンポシヒョウモン，イチモ

ンジチョウ，アサマイチモンジ，フタスジチョウ
、●

ン ホシミスジ サカハチチョウ

キベリタテハ，ヒオドシチョウ ，

コミスジ ミスジチョウ，オオミス

キタテハ，シータテハ，エルタテハ，ルリタテハ，

クジャクチョウ ， ヒメアカタテハ，アカタテハ，スミ

ナガシ，コムラサキ，ゴマダラチョウ，オオムラサキ２８種

コヒョウモンモドキ

ヒョウモンチョウ

オオウラギンヒョウモン

オオイチモンジ

アカポシゴマダラ

シマグロヒョウモン

リュウキュウムラサキ

メスアカムラサキ

タテハモドキ

ジャノメチヨウ

亜科

ヒメウラナミジヤノメ

キマダラヒカゲ

ゲ ヒメジヤノメ

ジヤノメチョウ ツマジロウラジヤノメ ウラジヤノメ ヒメ

クロヒカゲ，ヒカゲチョウ，サトキマダラヒカゲ，ヤマキマダラヒ力

コジヤノメ１１種 ●

クロコノマチョウ

クロヒカゲモドキ キマダラモドキ

ウスイロコノマ

チョウ

セセリチヨウ科

ミヤマセセリ

リ

セリ

リ

ダイミヨウセセリ アオバセセリ，キバネセセリ，ギンイチモンジセセ

コチャバネセセリ，ホソバセセリ スジグロチャバネセセリ

コキマダラセセリ，ヒメキマダラセセリ，キマダラセセリ

ヘリグロチヤパネセ

オオチャバネセセ

ミヤマチヤバネセ セ リ １ ４ 種

イチモンジセセリ

チャパネセセリ

ホシチャバネセセリ

アカセセリ

種数合計 104種 ３種 5種 12種 ３種 7種



表３レッドリストに見る埼玉県産蝶類の生息状況（B）
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ての初めてのまとめがなされた。

今回埼玉県の蝶類研究小史の中で。蕊明

期，「揺藍期（1905～1945年)，」第一期

黄金時代（1946～1976年）

とした1976年以前を境にして，その後の環境

変化が蝶相に与えた影響は大きい。

以下，表３のＲＤＢを参照

ア衰退種食草は？ツマグロキチョウ，ク

ロシジミ，ミヤマセセリ，

イ２０年以上あるいは20年近く記録がない種＝

県内絶滅？

ウラジロミドリシジミ・キマダラルリツバ

メ・アサマシジミ・オオイチモンジ・オオウ

ラギンヒョウモン・ヒョウモンチョウ・キマ

ダラモドキ・クロヒカゲモドキ・ホシチャバ

ネセセリ・アカセセリシルビアシジミ

（1980.10）・ヒメシジミ（1981.07）

ウ本当にいるの．いたの？

工分布域の拡大種ウスバシロチョウ，モン

キアゲハ， 分布図参照

以下，昆虫誌記載の抄録

ウスバシロチョウ

1970年代までは八高線以東の記録はわずかだ

ったが，近年以下のように記録例が多い。

所沢市堀之内(1988年)，入間市宮寺(1991年)，

入間市加治丘陵（1992年)，入間市鍵山（1997

年）他，毛呂山町前久保（1984年）他，嵐山

寄せ蛾記(96):２９２５

町（1987年)，川越市大東池（1984年)，川越

市増形（1995年)，東松山市上唐子（1997年)。

モンキアゲハ

南方系の種で，従来は県西部の丘陵沿いに毎

年北上し移入すると考えられ，埼玉県内での土

着が疑われていた。1969年５月10日に奥武蔵の二

本木峠初記録と思われる１３が，羽化に失敗し

後迩がちぢれた新鮮個体で採集された。この記

録は現地での越冬発生を強くうかがわせる。そ

の後土着を示唆する考察・データが提示された。

1973年以前の記録は散発的であるが，1969年か

ら始まった奥武蔵グリーンラインの工事（全通

は1984年末）に伴い植生破壊の進んだ道路沿い

の斜面にカラスザンショウが増えたこと，秩父一

寄居近郊の農家が栽培するミカン・ユズが食樹

となる可能性，多数の春期の記録等から現在で

は土着したと判断される。群馬県での記録は夏

季に多くかつ1978年以降に多くなっているとい

う＊，奥武蔵ルートで秩父方面に定着した個体群

が移入した可能性が高い。石川県の分布例など

から見て積雪地帯で越冬できない理由はなく，

栃木県で土着が確認されている**こと等から県

内での越冬は充分可能と判断される。今後は越

冬蛸の探索による土着の確認が望まれる。現在

の主な棲息域は狭山湖と寄居町を結ぶ線の周辺

地域とその西側の山地帯の谷すじである。

＊群馬県動物誌，群馬県蝶類誌，＊＊原色日本蝶類生

態図鑑。による

オ生物多様性調査中間報告，速報を見る。

モンキアゲハは関東全県に記録されている。

６レッドデータブック（ＲＤＢ）

（ほしのまさひろ）

悪蕊蕊蕊
モンキゲハ川口市と鶴ケ島市に網掛けを追加する（補遺による）

網点の塗りつぶしは1976年以前（｢埼玉県の蝶類」の調査終了まで）に記録のあった市町

村，黒丸は1977年以降に記録のある市町村を示している。塗りつぶされた地区にその種

が全面的に分布していることを示しているのではない。



を編集するにあたり，市川和夫の遺業をまとめる

ことを中心に編集を行った。また，故川辺湛

氏に同定を依頼するなどにより，未同定極が多く

十分に記録できなかった小峨類の記録が大幅に噌

加した。特に，「埼玉県動物誌」ではハマキガ科の

記録が30種であったが今回は166種，同じくメイガ

科では154種であったものが323種と大I偏に記録を

追加した。

また，県の東部・南部に関する調査報告を加え，

全体で45科1,402柿であった記録に799種を追加し‘

52科2,201種を記録することができた。一方，峨類

の文献ロ録に関しては，「埼玉県動物誌」以降のも

のをまとめ，できる限り最新のものまで含めるよ

うに努め，200筋をリストアップした。

2000年５月

2．埼玉県動物誌以降の県内における蛾類に関する主な調査

（１）北部・秩父地方

蕊難Ｌ１難難?

（３）東部・南部

ｑ
戸
。
。
”
冒

此
中
〉
■
貼
保
■
■
宮
口
ｈ

島

ｗ

■

‐

・

蕊蕊

所沢市（三ヶ島）

蕊 蕊

（２）中部・西部

灘“灘鍵鱗蕊鋳 議灘議鍵灘議繍

萩原昇埼玉昆虫談話会

１°はじめに

埼玉県内の峨類に関する研究は，前埼玉昆虫談

話会代表であった故市川和夫氏の精力的な活動

により，1978年に「埼玉県動物誌」としてまとめ

られ，４５科1,402種が記録されると共に，155篇の

文献が「埼玉県の峨類に関する文献」として目録

にまとめられた。このことで，県内のほぼ全域を

網羅する峨類のリストが完成したことになったが，

｢埼玉県動物誌」の発行時点でＩ,!:内の峨類の既知緬

類数は未同定樋を含めると1,800価にのぼってい

た。また，県の東部・南部に関する調査が不十分

であった。

その後，市川和夫氏や埼玉昆虫談話会会員によ

る調査が各地で実施され，次々と調査報告が発表

された。しかし，いずれも単報的な報告杏で埼玉

県全域を網羅するものではなかった。今k]l，埼玉

昆虫談話会の30周年を記念して「埼玉県昆虫誌」

寄せ蛾記(96):２９２６

地域名

皆野町

武甲山刑辺

大滝村〈東大演習林）

児IfIllr

小鹿野町｛角合ダム〉

大滝村（滝沢ダム〕

横瀬町〔膿民の森］

調査年

7５－８０

7７－８０

７８~８３

8８－９２

88~9０

９０や９２

９２~９４

調杏担当者

柵蛎義・※

福嶋義・・ら※

坂田正俄※

市川和夫

ｉｉｉ川和夫

市川和夫

利根川雅実ら

記録種数

27科535郡

25科479和

23科564種

30科502和

28科747穂

31科767秘

22科340靴

報告文書名

|祷野町の麟遡11：(1982）

|武甲山の鱗迩Ⅲ,{'987）
|:秩父演習林蛾頚別録｣('983）
Ｆ児Ｋ町の鱗趨１１〈蛾顛〉.:(1993）

「小鹿野町の鱗趨１１〈蛾類:』（1996）

「滝沢ダム水没地域とその周辺の鯛題目」(1鯛5）

r雌民の森採築調在全記錐.11997）

地域名

寄脇1111

所沢市（.§ヶ烏Ｉ

Ⅱ高市

人ⅢＩＩＩｆ〈仏･脚

小 川 町

査年

７８－８１

１９８３

86-87

８３~９０

1９８９

9２－９５

巾川和夫ら

伴野英雄

Iij川和夫

井上亜※

萩原昇ら

;杏担当者

f、文作※

記録種数

25科389翻 Ｉ寄肘町の向然・・・動物編・寄居町の蛾祇

Ｆ所沢市ミヶ島の昆虫謝査測告，11984）

(1981）

22科262郁 『所iｊ

28科419穂

３２科552測

郡科625報

２０科321種

報告文書名

1.Ｗ

「埼Ii県人棚郡11商町の蛾類」(1992〕

：加治丘陵〈入Ⅲ市〉の蛾類ｊ〔1990｝

『小川町の蛾類調在側告〈仮目録;.．

、大学所沢キャンバス昆虫調査報告：{l9S9｝

地 域名

草加市周辺

久喜市

県東部地壊

北本市

浦和市皇室

戸田市

戸111市｛道満）

調査年

８１－８４

84-87

84-88萩原昇ら

８５‐９２

1９８８

8６－８７

1995

調査担当者

神部正博ら

恢原昇ら

市川和夫ら３１科455種

利根川雅実※

市川利夫

萩原昇ら

記録種数

25科213瓢

25科241狸

33科463瓢

14科134甑

18科158蔀１戸、市動物緒・戸田市の鱗迩類:｛19891

16科151報

報告文書名

y草加市とその周辺の蛾類：(1996）

『久再巾の鱗遡頑」（1988）

｢埼玉県東部の蛾類ｊ(1994-1995Ｉ

｢北木市の蛾顛」11995）

｢油和巾三室で採染した蛾(2)：（1996）

I荒川第・調節池付近の陸性昆虫」11996）
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3．埼玉県の蛾類（科別種数・・・動物誌との比較）

(はぎわらのぼる）

2000年５月

科名 科別種数Ｉ動物誌穏数Ｉ追加穐数
ロ ロ

コウモリガ上科

コウモリガ科 ３ ２

I

マガリガ上科

マガリガ科 1１ ６

５

ボクトウガ上科

ボクトウガ科 ４ ３

１

ハマキガ上科

ハマキガ科

ホソハマキガ科

166

６

3０

４

138

ヒロズコガ上科

ミノガ科

ヒロズコガ科

ホソガ科

５

１３

２

４
７
２

７

スガ上科

スガ科

ホソハマキモドキガ科

ササベリガ科

１７

５

１

５

1８

スカシバガ上科

スカシバガ科

ハマキモドキガ科

１６

２

５
５

８

キバガ上科

マルハキバガ科

ニセマイコガ科

ヒロバキバガ科

クサモグリガ科

ツツミノガ科

キヌバコガ科

カザリバガ科

ヒゲナガキバガ科

キバガ科

2０

３
１
１
１
１
５
４
1４

９

２

１

５

(科渦変更)５

2８

シンクイガ上科

ニジュウシトリバガ科

シンクイガ科

１

２

1

２

１２

８
９

０
２
７

１

１

ガ科

ダラガ上科

マダラガ科

セミヤドリ

イラガ科

マ

科名 科別種数｜動物誌種数|追加秘数
１１

メイガ上科

セセリモドキ科

マドカ科

メイガ科

１

７

323

１

５

１５４

１７１

トリバガ止科

トリバガ科 １０ ４

６

シャクガ上科

カギバガ科

オオカギバガ科

トガリバガ科

シャクガ科

ツバメガ科

アゲハモドキガ科

フタオガ科
●

2１

２

2６

３
１
３
５

０５

2１

２３

349

１

１

６

160

イカリモンガ上科

イカリモンガ科 1 I

０

カイコガ上科

カレハガ科

オビガ科

カイコガ科

イボタガ科

ヤママユガ科

1５

１
４
１
９

１３

１
２
１
８

５

スズメガ上科

スズメガ科 4０ 3８

２

シャチホコガ上科

シャチホコガ科 9７ 9１

６

ヤガ上科

ドクガ科

ヒトリガ科

コブガ科

カノコガ科

ヤガ科

トラガ科

３
２
３

３
５
１

２

693

５

2５

４０

４
２
３
５

4９

229

52科

ﾛ ロ ■

ＩＩＩ

Ｉ

ＩＩ

Ｉ

Ｉ

Ｉ Ｉ

2201種’1402種
Ｉ Ｉ
Ｅ ロ ﾛ

799種
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参加者：当日名簿順敬称略

川崎悦子，金井節博，枝恵太郎，長畑直和，

築比地秀夫，総尾洋一，桜田敦，水上久雄，

中村英夫，松田邦雄，宮川佳子，石川和宏，

石川信子，石川由香里，田中淑喬，町島佳幸，

岸田泰則，松井秀俊，中尾健一郎，猪又敏男，

木村春夫，星野正博，山本晃，山内幹雄，池

田真澄，萩原昇，倉地正，永見宏二，福田晴

男，工藤広悦，成富安信，加藤雅之，杉繁郎，

松浦寛子，手束喜洋，松本克臣，池田勝義，川

上多岐理，川上洋一，綱島延明，岡田秀紀，

図北本市産アオマ

ダラタﾏﾑｼ

れた．

ダラタマムシﾗタ

小堀文彦

Ⅳ”o"o6叩r“ｒｚｓａｍａｂｊ"ｓ

アオマダラタマムシは，

緑色を中心とした締麗な

タマムシである。体躯も

ほどよく大きい，非常に

人の目を引く甲虫といえ

る。しかし，埼玉県内に

おける本種の記録は，わ

ずかに大宮市と寄居町に

あるのみである（西山，

1998)。筆者は，下記のよ

うに北本市で採集された

本種を所持しているので，

報告する。当該個体は左

後脚の腔節より先端部が欠損しているが，これは

後述のように，採集以前に失われたと思われるも

のである。

ア オ マ ダ ラ タ マ ムシ

jVZppo"06叩'･esirjSamabj"Ｓｌｅｘ．（図）

採集日時：1999年６月２日

採集場所：埼玉県北本市石戸（北本西中学校校庭）

採集者：小堀貴文

採集者によると，採集時の状況は次のようであ

2000年５月

森中定治，後藤匡啓，加藤儀一，矢野高広，

高橋真弓，大塚市郎，高家博成，伊藤貞雄，阿

部功，瀬田和明，真中二郎，小堀文彦，伊藤

哲夫，大島良美，諸星重明，宇成和輝，近藤，

矢島嘉和，志賀一朗，保坂満，菅井忠雄，牧

林功，松葉光豊，藤平暁，岩野秀俊，中島秀

雄，飯塚新真，久保快哉，神部正博，中村康弘，

柳田慶浩，大塚一詩，木暮翠，白川邦臣，白川

世智子，田中剛，麻生紀章，斉藤太増夫，岩本

吉也，増山克男，田中拓（82名）

る。校庭の砂場に落ちている本種を，採集者の同

級生がイモムシだと思い，砂をかけていじめてい

た。それを見かけた採集者が，「これこれ，いじ

めてはいけないよ。これはイモムシではなくてタ

マムシという虫なのだよ｡」と，昔話の浦島太郎

よろしくもらい受けてきたのである。

砂場の周囲の校庭には，ソメイヨシノの大木が

何本も植栽されており，発生木はそれらの内のい

ずれかと思われた。

報告者は二匹目のドジョウを得るべく，数日後

に同地を訪れたが，残念ながら追加個体は得られ

なかった。

黙
ID:ID;I, ;:ｌｘｌ:託誰･齢:,弱':'蹴鞘':

ID

埼玉県内におけるアオマダラタマムシの既知産地

(小さい黒丸）と今回の記録地点（大きい黒丸）

参考文献

西山明（1998）：埼玉県昆虫誌Ⅲ.ｐ,189

(こぼりふみひこ〒364-0024北本市

石戸5-263-1センチュリー北本高尾103）
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表題の本が刊行された。判型が23.5×28センチ

というやや大型の本である。著者紹介によるとエ

ヴァンスはロスアンジェルス自然史博物館の昆虫

園の主任で，コガネムシが専門。ベラミーはトラ

ンスバール博物館の甲虫類部門の主任で，タマム

シが専門だという。

大きく扱われたカラーの図がページをめくるた

びに目の中に飛び込んできて，甲虫好きには刺激

的な構成となっている。登場する甲虫達の構成は，

標本写真はもとより，琉泊に閉じこめられた甲虫

の化石，生態写真，甲虫を使用した工芸品などな

ど，世界中の珍しい形のものや，美しい色彩のも

のがちりばめられている。恐らく著者の好みだと

思うが，タマムシとコガネムシには特に多くの写

真が使われている。

標本写真の背景の設定など，写真の撮り方は，

蝿議鰯綴露顕鰯綴;ｉ
｡-ユ■ﾜｰ凸Ｌ凸子

ぺぷ謹蟻灘灘鍵識鱗鱗鱗識鱗鱗

甲虫の種類

甲虫の設計図

甲虫一今昔

これこそ甲虫の生活

甲虫と人間

ビートルフィリア

我々日本人の感覚とは違った感性を感じさせるも

のになっている。また，昨今日本で出版される図

鑑には，職人技とも言える展足への執着が見られ

るが，この本の標本には，おおらかさというか，

一種の潔ささえ感じさせるものがある。手足をの

びのびと拡げたクワガタ，触角を左右に伸ばして

いるカミキリなどは，収蔵場所が最大の悩みであ

る私にとっては，羨ましいかぎりである。また，

小さめの甲虫はなるべく台紙に貼り付けるように

している私にとっては，ハナカミキリの鞘迩にも

ナイロンヘッドがずぶつとさされているのには驚

いた。

文章は，甲虫に深い知識と愛情を持つ著者であ

ろうと推察される内容となっている。訳者の加藤

義臣氏も書かれているが，本書は甲虫についての

み書かれているわけではなく，自然を取り巻く現

状，諸問題に主眼が置かれていて，単に甲虫の賛

歌に終わることなく，人間活動についても考えさ

せてくれる。言及されている内容が多岐に渡るた

め，紹介しきれないので目次を再録すると次のよ

うである。

｢甲虫の世界」Ｉ

iu疎上で最も繁栄する生きもの

ＡＶ・エヴァンス・ＣＬベラミー著

力職義弓iI震篇：
ラミー箸

木賃達訳

嘉明監修

2000年５月
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価格：6000円十税

鳶羊

また，付録には甲虫の重要なコレクションを収蔵

した世界の博物館・研究施設と甲虫の学会の一覧

があり，日本では国立博物館及び日本甲虫学会と

日本鞘遡目学会が掲載されている。写真を眺めた

後に，じっくりと読み込んでみたくなる本でるこ

とは間違いない。

ｊ霊群癖鋳灘|識灘#;鱗識鱗鱗識#鍛錬

(紹介者：小堀文彦）必札

嘗…“
軸瓢'2卜・詑抑ﾛd湘恐
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【訂正】

2000年５月

■

■

『寄せ蛾記』９２号pp2729-2732松木・喜多：埼玉県都幾川産ホンサナエ幼虫の背疎・

側疎数の変異について

ｐ､2729下から9行目埼玉県東松山市嵐山町都幾川→埼玉県嵐山町都幾川

同報文の裏表紙のタイトル

埼玉県都幾川村産ホンサナエ…→埼玉県都幾川産ホンサナエ…

『寄せ蛾記』

ｐ､２８４９

ｐ、〃

ｐ、〃

ｐ、〃

ｐ､２８５３

ｐ、２８５３

９４号ｐ､２８４８牧林功：見沼の『蝶の施餓鬼』について

１行目「蝶の施餓鬼」なつ「蝶の施餓鬼」なる

１８行目小何町江南町

１９行目ついて違い 間違い

２５行目８月１日になら８月１日なら

７行目蝶２種蝶21種

８行目として揚げるとして掲げる

会 報

。「ミドリシジミを見る集い」今年もやります

今年は６月２４日（土），会場は浦和市秋ケ瀬公園です．

一般の方は４時までに集合しますので，会員の方は３：３０に同公園ピクニックの森の駐車
場にお出でいただいて，いろいろとお手伝いいただけると助かります．

◎夏の宿泊談話会今年は“埼玉-山梨県境尾根を攻める，，

恒例の夏の宿泊談話会は，山梨県塩山市一ノ瀬高原に宿をとり，埼玉一山梨県境尾根の雁峠
や将監峠を攻めます．埼玉県産のフタスジチョウをゲットするにはここしかない？？１１１

日時：2000年７月２９日（土）-30日（日）

宿泊：山梨県塩山市一ノ瀬高原民宿『みはらし』Tel:0553-34-2109

幹事：石蔵拓(会員No.237）Ｔｅl/Fax:03-3576-6309ｅ－Ｍａｉｌ:nanacorp＠go1.com

申し込み：７月20日までに，上記石蔵幹事まで．

。「雑記蝶』復刊

本当に久しぶりの連絡誌『雑記蝶』です．

今年は何とか頑張って『寄せ蛾記』発行毎に『雑記蝶』も出していきたいと思っています．

。「寄せ蛾記」，今年は５冊出して“２０世紀に１００号まで，，．

２０世紀最後のこの１年で，『寄せ蛾記』は100号に達することが総会で承認されました．

本号96号から99号までの４冊を例年どおり発行し，No.１－９９までの総目次を100号として刊
行する，すなわち，『寄せ蛾記』は２０世紀に切り良く100号まで到達することになりました．

どしどしと原稿をお寄せ下さい．なお，１号から続いた通しページ数が４桁になってしまっ

ていますが，２１世の第１号である１０１号からは，毎号１ページからはじまる表記に変更
になります．

◎会員名簿の訂正・追加

今回は本誌に含めず，別途印刷して名簿に挟み込めるようにしました．ご利用下さい．

編集後記

今年度の第１号である９６号をお届けします．甲虫類に埼玉県初記録が相次ぎ，『昆虫誌プラ
ス』も快調にもう9,500種を越えました．この調子でいけば，あと５－６年で10,000種オーバー
も夢ではありません．神奈川でも『昆虫誌』刊行の計画がスタートしたようです．

本号の表紙も，９４．９５号に引き続き豊田浩二氏の原画と小堀文彦氏のデザインによる甲虫た
ちの怪しげな世界．世紀末の香りがプンプン漂って，私，結構気に入ってます．
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内田正吉：埼玉県の台地および丘陵地における

マツムシの生息環境について．・・・2889-2893
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